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プロローグ　前世の記憶












　その日、瑠美るみは想い人に告白をした。

　勤務先の病院、人気のない階段の踊り場には、彼女の「好きです」という一言がやけに大きく響いた。

　けれど、それは想いを叶えるための言葉ではなく、諦めるための呪文。

　彼――秋人あきと――もそれは察してくれたのだろう。瑠美の勤務終了と同じ時間に休憩に入った彼には、少しだけ話を聞いてほしいと頼んだのだ。

　秋人は眉を下げ、口を開きかけて……閉じる。その後、やや俯いて呼吸をひとつ。それからはっきりと答えを口にする。

「ごめん。気持ちは嬉しいよ。でも……」

　瑠美には彼の答えがわかっていた。事情も知っている。だから、彼女は笑顔を作って彼の言葉を遮った。

　この告白は、言ってしまえば瑠美の自己満足で、これ以上彼を煩わせるのは本意ではない。

「はい。わかっています」

　秋人には婚約者がいる。この病院の理事長の娘だ。

　優秀な外科医である彼は、後継ぎを探す理事長に目を付けられたらしい――というのは、院内での噂。

　縁談話が持ち上がったと聞いた頃には、秋人と理事長の娘が二人一緒にいるところをよく見かけるようになり、つい先日、皆の前で正式に婚約が発表された。

　モデルのような外見の二人が並ぶと、嫉妬すら超越してしまうほど美しい。

「お話を聞いてくださって、ありがとうございました」

「っ、前園まえぞのさん……！」

　瑠美はぺこりと頭を下げ、更衣室へ戻ろうと踵を返す。

　すると、秋人に右手を掴まれた。

「あ……ごめん……その……」

　驚いて振り返ると、彼はハッとして手を離し、申し訳なさそうな表情になる。

　謝るのは瑠美のほうだ。わかりきった答えを聞くために、秋人にこんな顔をさせてしまった。

　瑠美はこれ以上心配させないよう彼に笑顔を向ける。

「そんな顔しないでください。本当に、お話を聞いていただけただけで嬉しいんです。これからも同僚として……よろしくお願いします。それじゃあ……また明日」

　もう一度軽く会釈をし、瑠美はその場を後にした。

　更衣室で素早く着替えを済ませて外に出ると、もわっと蒸し暑い空気が肌を撫でる。

　暦の上では夏も終わりに差しかかろうというのに、真夏日が続くのだから滅入ってしまう。

　病院に熱中症で運ばれてくる患者はなかなか減らない。

　まだ歩き始めて間もないのにじわりと滲む汗――涙が出ない代わりかな、などと感傷的なことを思う自分が可笑しかった。

　赤信号で立ち止まり、瑠美は空を見上げる。

（期待してたなんて……バカみたい）

　秋人は瑠美に優しかった。

　よく食事に誘ってくれたし、プライベートの連絡先も知っていた。

　毎日でなくてもメッセージのやりとりがあって、会えば嬉しそうに笑ってくれる。

　なんとなく……近いうちに恋人になる予感があった。今となっては盛大な勘違いだったわけだけれど。

　ため息がひとつ。

　瑠美の恋は終わったのだ。

「好きです」という魔法の言葉は、恋心を洗い流し、新しい瑠美に生まれ変わるためのものだった。

　明日からは違う人生を歩もう――そんなちょっと大袈裟な決意をして、瑠美は信号の青が歪んでいないことに安堵し、一歩踏み出した。

　目の前が白く光ったのはその直後。

　眩しいのが車のライトのせいだと思ったときには、今まで経験したことのない衝撃を感じた。「痛い」という表現が正しいかどうかさえわからない。なぜか右手の甲だけが異様に熱い気がしたのは、その瞬間に自分の身に起きたことを脳が処理しきれていないせいなのか。

　身体は動かず、視界は真っ暗。周囲の音も聞こえない。

（あ……ダメ、だ……）

　意識が途切れる瞬間わかったのは、自分に〝明日〟が来ないことだけだった――

















第一章　出会いと既視感












　真っ暗な世界の中心から小さな光の粒が広がって、瞼越しに周囲が明るいことを感じる。

　ゆっくりと目を開ければ、窓からは朝日が差し込み、自分がこの世界の住人として戻ってきたことを教えてくれた。

　ふかふかの枕と滑らかなシーツの感触、ベッドの天蓋。

　ミルヤはゆったりとした動作で上半身を起こし、先ほど夢の中で見た光景にため息をつく。

（自分が死んだときのことを思い出すのは、変な気分だわ）

　夢の中の女性の名は、前園瑠美――ミルヤがこの世界に生を受ける前の姿だ。

　瑠美は看護師として働いていた。年齢は二十五歳。

　今まで夢に見て蘇った記憶では、彼女の人生は平凡だったように思う。赤子時代のことは元々覚えていないからか夢には見なかった。だが、物心ついた頃からの思い出には、両親に大切に育てられ、就職して恋をして……本当に普通の穏やかな人生を送る彼女が出てきた。

　そんな瑠美の人生で最大の事件は、不運な事故で命を落としたということだろう。

　若くして亡くなった彼女を哀れに思う神の仕業か、それともすべての人間は輪廻転生という運命の中にあるのか……瑠美は、ここトスガルト王国のハルヴォニ公爵家の娘として二度目の人生を送ることとなった。

（どうせ生まれ変わるなら、もっと自由な場所か人物にしてほしかったわ）

　右手を顔の前にかざすと、視界に入るのは丸い痣――これは、〝前世人ぜんせびと〟である証だという。

　とはいえ、ミルヤにわかるのは、前世人という人種が前世の記憶を夢に見るということくらい。

　両親曰く、前世の知識を悪用しようとする組織もあるらしいが……外の世界のことはわからない。なぜなら、ミルヤは隠されて育てられた箱入り令嬢だから。

　娘を誘拐されたり、実験体にされたりすることを恐れた父は、これまでミルヤを一度も屋敷の外へ出さなかった。

　今日、十八歳になるまで一度もだ。

　彼女の父であるハルヴォニ公爵は、娘が生まれてすぐに、世間から隠れるようにして山奥の屋敷に籠もった。公にはその理由を出産で疲弊した妻と病弱と診断された娘の療養のためだとしているらしい。娘の秘密を守るため、家臣や使用人も最小限にした山荘で隠遁生活を続けてきた。

　屋敷の敷地内、庭園程度しか歩き回れないというのは窮屈なものだ。生まれたときからのことならばそれが当たり前にもなりそうだが、ミルヤには前世の記憶があるから、どうしても比べてしまう。

　違う人間としてとはいえ、やり直せるのならばもっと自由な人生がよかった。そう思わずにはいられない。

　再びため息をついて手を下ろし、痣を左手の指先でなぞる。

　右手の甲に浮かぶ丸い形は、ユーカリの葉っぱのようだとミルヤは思っていた。

　前世でオーストラリア旅行に行った際、コアラが食べていたものに似ている気がするのだ。

（この世界にはあるのかしら？）

　屋敷の庭に咲く花は、前世で見ていた花と同じようなものが多い。たまに珍しい色や形の花もあるのだが、それがこの世界独自のものなのかがわかるほど、前世の自分は花に詳しくなかった。

　ただ、今日の夢でひとつだけわかったことがある。

（死ぬときに痛んだ気がしたわ）

　彼女が命を落とした原因はおそらく交通事故。痛みを感じる間もほとんどなく、周囲を確認することもできずに意識がなくなったから、ほぼ即死だったのだろう。だが、右手の甲にだけは意識が向いた。

　手の甲の怪我が命を落とすほどの原因になるのは考えにくいが……死と転生、二つの事柄を結びつける鍵になりそうではある。

　彼女が自分の死を思い出したということは、前世の記憶はおそらくこれで最後だ。というのも、これまでの夢は前世の時系列を順に辿っていたようだったから。ここ二、三年はずっと病院勤務と、〝彼〟のことばかりだった。

（秋人さん、って名前だったけれど）

　瑠美が想いを寄せていた外科医は、水上みずかみ秋人という名の男性だ。

　五歳年上の三十歳だったはずだ。優しそうな顔立ちと物腰柔らかな態度が、同僚にも患者にも人気だった。

（後味の悪いことになってしまったわよね……）

　秋人からしてみれば、瑠美は自分が振った直後に死んだ同僚となってしまったわけだ。

　病院から出てすぐの横断歩道での出来事だったから、搬送されたのは勤務先の病院のはず。

　まだ病院に残っていた秋人はきっと瑠美の死を知った。もしかしたら、遺体を見た可能性だってある。これ以上後味の悪い出来事があるだろうか。

　なんとなく罪悪感のような気持ちが湧き上がって、ミルヤは頭を振った。事故は瑠美のせいではない。タイミングは最悪だったが、すでに瑠美が死んでしまった以上、もう彼に会うことはないのだから気にするだけ無駄だ。

　それよりも、今ミルヤが気にかけるべきなのは……

（社交界デビューはどうするのかしら？）

　ミルヤは今日、十八歳――成人となる誕生日を迎えた。

　トスガルト王国では、貴族令嬢たちの社交界デビューは、十五、六の頃が多い。

　稀に成人まで待つ娘もいるが、珍しい部類に入るだろう。ミルヤのように成人まで待つ場合、結婚相手として狙う目ぼしい相手がいないなど、それぞれに事情があるようだ。

　ミルヤの場合は〝前世人〟という足枷と両親の意向が大きい。両親は娘の身に危険が迫るのではないかとかなり恐れている。

　だが、それでも結婚しないという選択はできないだろうとミルヤは思っていた。

（それに……）

　最近、妙に両親がそわそわしている気がする。

　娘が成人する日が迫ってきて、悩むことが多いのだろう。ミルヤのことを守りたいのは当然のことだが、公爵家としての体裁もある。

　娘が行き遅れ、結婚できないなどという醜聞は避けたいはず。

　成人した娘がいつまでも表に出てこないというのもよからぬ噂が立つ原因になりかねない。

　今までは成人前だからと許されていたことも、言い訳ができなくなる。

（前世人であることって、そんなに危険なの？）

　両親の徹底した過保護ぶりのおかげで、ミルヤは危険な目に遭ったことがない。だから、彼女には自分がこの国の人々にとってどんな存在なのか実感がまったくなかった。

　ミルヤはため息をついてベッドから抜け出す。

　せっかくの誕生日だというのに、ため息ばかりついて……先が思いやられる。

　とにかく、今日が自分にとって大切な日だということに変わりはない。

　侍女を呼び、身支度を済ませてから、ミルヤは一階のダイニングルームへ下りた。

　すでに両親は席についており、神妙な面持ちで娘を迎える。

「おはようございます。お父様、お母様」

「おはよう、ミルヤ」

　父のフィリップは努めて笑顔を向けようとしているようだが、眉尻が下がって困り顔だ。

　その表情から、彼が未だ娘の処遇について悩んでいることがうかがえた。

　ミルヤは静かに自分の席に腰を下ろし、向かいに座る両親を見る。

「ミルヤ……誕生日、おめでとう」

「私たちからのプレゼントは、新しいドレスとアクセサリー、それに貴女が欲しいと言っていた本もあるわ」

　一人娘が成人を迎える節目の誕生日だというのに、フィリップは手放しでは祝えない様子だ。そんな夫をフォローするかのように、母のカトリーナが付け加える。

「あとでお部屋に持っていかせるから、ゆっくり開けてみてちょうだい」

「ありがとうございます」

　ミルヤが礼を言った後、二人は言葉に詰まり視線を泳がせた。やや気まずい空気が流れ、フィリップが慌てて咳払いをする。

「あー、その……今夜の食事だが……何か、ミルヤの好きな――」

「お父様」

　どうにかしてはぐらかそうとする父を制し、ミルヤは両親と交互に目を合わせた。

　娘と目が合うと、フィリップはごくりと唾を飲み、カトリーナは俯く。

　この話題が避けられないことは、この場にいる全員がわかっている。

「お父様、お母様。私は今日で十八歳、成人です。私の社交界デビューについて、お二人はどうお考えですか？」

「ミルヤ、それは……」

　苦虫を噛み潰したような表情の父に、ミルヤは彼がこのまま自分を屋敷から出したくないと思っていると理解する。

　おそらく母も同じ……そう思ってフィリップの隣に視線を移したのだが、ミルヤの予想に反してカトリーナは真剣な面持ちで顔を上げ、娘と視線を合わせた。

「貴女の社交界デビューは今夜を考えていました。パーティへの参加も手配が済んでいます」

「それで、誕生日プレゼントにドレスを……？」

「ええ、そうです」

　ミルヤの問いに頷いたカトリーナは、唇を噛んだ。まるで、次に零れ落ちそうな言葉を堰き止めようとしているかのように震えている。

「だ、だがな！　今夜じゃなくてもいいんだ。なにも成人になったその日にデビューしなければならないわけじゃない」

「フィリップ様。そうやって引き延ばして、結局ミルヤは十八歳になってしまいましたわ。パーティに行かせるのが心配だというのはわかりますが、このまま結婚をさせないわけにもいきません。それならば私たちが縁談を用意するべきでしょうに、フィリップ様は一向にお話を進めてくださらないではありませんか。これから一体どうするおつもりなのです!?」

　渋るフィリップに、カトリーナは目を吊り上げて鋭い視線を向けた。

　一方、父は額の汗をハンカチで懸命に拭いつつ、なおミルヤを引き留めようとする。

「だ、だが、向こうからの申し入れは信用ならん！　万が一ミルヤが前世人だと知って近づこうとする組織の者だったらどうする？　それはお前も同じ意見だろう」

「ですから、私たちのほうからお話を持ち掛けるのがいいと申しました。ハルヴォニ公爵家からの申し入れならば、少なくとも門前払いはされないでしょう。一度お相手との席を設け、慎重に選ぶことだってできるのですよ」

「し、しかし……やはり前世人のことを話すとなると」

「フィリップ様！　いい加減になさってくださいな。ミルヤに恥をかかせるわけにはいきません。いつまでも私たちがこの子を守れるわけではないのですよ！」

　娘の身の安全を第一に考えている父も、娘の将来を考えている母も、間違ってはいないのだろう。

　どちらの考えも理解できるし、二人それぞれの親心も理解しているつもりだ。そんな中でも、ミルヤの気持ちは母のほうに傾く。

　前世の自分は親よりも先に死んでしまったけれど、本来何事もなければ両親が先に他界するのが自然の摂理だ。

　いつまでも彼らが自分を守ってくれるわけではない――その意見は正しい。

「お父様、お母様の言う通りです。私は成人しました。いつまでもお二人の庇護下にいるわけにはいきません。公爵家の娘として自分の結婚が重要な役割を担うことは理解しています。これ以上、年を重ねる前にお相手を探すべきです」

　ミルヤがそう言うと、フィリップは黙り込む。口を開いたり閉じたり、言葉が出てこない様子だ。

　妻と娘の言うことはもっともだと頭では理解しているものの、いざそのときが来ると覚悟が決まらないのだろう。

　こういうことは、女性のほうが肝が据わっているようだ。

「わ、わかった。それならば、私が縁談を用意する。だから――」

「いいえ」

　女二人の覚悟が伝わったのか、狼狽したフィリップが必死に話を引き延ばそうとするのを、ミルヤは厳しい声で止めた。

「お父様は疑心暗鬼に陥っているように感じられます。そんな状態で結婚相手を見つけるのは困難でしょう。それならばパーティに参加します。結婚したら、どちらにしろ社交界には出ていかなくてはいけないのですから、いい機会だと思います」

　父は娘の身に起こるかもしれない危険を極度に恐れている。このままでは、誰も信頼できず、結婚相手を決めることはできないだろう。

　十中八九、本当の行き遅れになってしまう。

　それに……

（せめて、相手は自分で決めたい）

　たとえ気に入った相手がいても、自分が選ばれるかどうかはわからない。ミルヤは前世で一度、恋に破れている。同じように失恋する可能性は十分にあった。

　だが、何もわからないまま会ったこともない男性と結婚するのはどうにも憚られる。親の決めた結婚に抵抗があるのは、前世の記憶のせいだろうけれど……

　もしも、両親が選んだ相手とうまく行かなかったとき、彼らを恨むようなことはしたくない。最終的に彼らの言う通りにするとしても、一度は自分で探しに行きたかった。

　それでダメならば仕方がないとも思えるだろう。

（生まれ変わった意味があると思いたいだけかもしれないけれど……）

　トスガルト王国の貴族令嬢、それも公爵家の一人娘として生まれた自分が恋愛結婚をできる立場だとは思っていない。

　それでも、どこかでそのチャンスがあるのではないかと願っていたことを自覚する。

　転生したこと自体が特別なのだと感じていた。この世界の〝前世人〟という呼び名のせいか、両親が異常なほどに恐れる得体の知れない組織のせいか……

　自分だけが生まれ変わったのだと錯覚していたのかもしれない。

　そして、そんな特別な自分が転生した理由を〝人生をやり直すため〟だと思いたかった。

　叶わなかった恋をもう一度……同じ人とではなくても、恋を成就させ、家族を作り、年を重ねて一生を終える。

　神様は、突然の事故で命を落とした自分にもう一度人生をやり直す機会を与えてくれたのだと。

　よく考えれば、死後に生まれ変わること自体、万人に与えられる権利かもしれないのに……

「そうね。私もパーティに参加することに賛成よ」

「カ、カトリーナ！」

　娘の提案に頷くカトリーナの横で、フィリップが目を剥く。

「フィリップ様、覚悟を決めてくださいませ。これは、ミルヤに必要な試練なのです。もちろん、前世人だと悟られないよう細心の注意を払いますし、護衛もつけます。けれど、これ以上フィリップ様の言う通りにはできません。それは、この子の不幸を願うようなものですから」

　やはり、カトリーナはとっくに覚悟ができていたのだ。娘の将来を守るための危険を冒す覚悟が。

　カトリーナとミルヤの真剣な表情を交互に見て、フィリップはぐぅっと唸り、黙り込んだ。

　彼もわかっている。

　これ以上、避けては通れない道が目の前にあることを――






　　　＊＊＊






　その日の夜。

　ミルヤは母が手配したパーティにやってきた。

　両親が用意してくれたのは、淡いブルーの上品なロングドレス。上半身は花の刺繍がたくさん施され、スカートはシンプルなチュールでボリュームを抑えてある。背中が編み上げになっているくらいで、露出も少ない。

　薄い絹で作られた手袋は、手の甲の痣を隠すためのものだ。

　長い黒髪はひとつにまとめて結い上げ、ドレスと合わせた花飾りをつけた。

　化粧は薄く、頬に少し朱を入れ、口紅を塗る程度にしたが、はっきりとした顔立ちを引き立てるにはそれだけで十分だ。

　年齢より大人びて見える美人に生まれ変われたことを、ミルヤはひそかに嬉しく思っていた。自分で見る限り、前世と似ているのは黒い髪と目の色くらいだ。

　ミルヤは父にエスコートされて会場に入ると、不自然にならないようゆっくり歩きつつ、周囲の様子をうかがった。

「お父様、ご挨拶をする方はいらっしゃらないのですか？」

「うむ……いや、私も社交界に顔を出さなくなって久しいからな。そんなに知り合いがいないのだ。それ以前に、こういう場は好かん。どこの馬の骨ともわからぬ輩が紛れ込んでいたらどうするんだ。お前を紹介するのにふさわしい者など――」

　この期に及んでミルヤを紹介したくないなどと文句を言い始めた父に、ミルヤはこっそりため息をつく。

　視線が痛いのは、ハルヴォニ公爵家の娘が初めて社交パーティにやってきたせいだろう。

　皆、興味津々といった様子だが、実際に彼女に話しかけようとする者はいそうもないようだ。

　二人は好奇の視線に晒されて立ち尽くす。

　眩しいほど輝くシャンデリアがいくつも吊られた天井に、白を基調にした内装。豪華な食事が並び、給仕係の侍女や執事は参加者の邪魔にはならず、それでいて必要なときに必要な場所にいる――洗練されたもてなしも素晴らしい。

　管弦楽団の演奏に合わせて踊ることのできるダンスフロアは会場の真ん中にある。

　煌びやかな世界とは、まさにこういう場所のことを言うのだろう。

　パーティの様子はほぼ想像通りだったけれど、一つだけ驚いたのは参加者の年齢層が意外と幅広いことだ。パーティは若者たちの出会いの場なのかと思っていたが、年配の人々も多く見受けられた。

　この中から自分の結婚相手を探すというのは、相当難しそうだ。

　まず、誰に話しかけるべきなのか……隠遁生活の長いフィリップは知り合いを探すだけでも難しそうで、頼りになりそうにない。

「失礼ですが、貴方様はハルヴォニ公でいらっしゃいますか？」

　そんなことを考えていると、意外にもすぐに声をかけられた。

　フィリップに向かって首を傾げている青年は柔らかな笑みを浮かべている。銀色の髪と青い瞳が目を引く、色白で中性的な顔立ちが綺麗な人だ。

「そうだが……」

　フィリップは、突然話しかけてきた青年に対し、訝しげな視線を向けた。警戒しているのだろう。

「失礼、申し遅れました。僕はアロルド・フォッセルと申します」

「フォッセル……？　男爵家のフォッセルかね？」

「ええ。ご存知とは、光栄です」

　フィリップは彼の名を聞いて態度を軟化させた。

「もちろん知っている。守護魔法団での活躍は私のもとにも届くくらいだ。君はとても優秀なのだろうね」

　父があからさまに安堵した様子を見て、ミルヤはアロルドに目を向けた。

　守護魔法団というのは、前世人を狙う闇の組織を追っている団体のことだ。他にも街の治安維持や要人の護衛などを担っている。前世でいうところの警察のようなものだろうと、ミルヤは思っていた。

　いわゆる〝正義の味方〟に対し、フィリップが警戒心を解くのは当たり前だ。

「身に余るお言葉です。ところで……お嬢様にもご挨拶をさせていただきたいのですが……よろしいですか？」

　アロルドもフィリップの変化を感じ取ったのだろう。彼はにっこりと品のいい笑みを浮かべてミルヤに視線を向けた。

「ああ、もちろんだとも。私の娘のミルヤだ」

「ミルヤ・ハルヴォニです。どうぞよろしくお願いいたします」

　ミルヤがスカートを摘まんでお辞儀をすると、アロルドは改めて腰を折る。

「アロルド・フォッセルです。噂以上にお綺麗な方で、驚きました」

　照れくさそうに頬を掻く様子とは対照的なストレートな物言いに、思わずこちらまで恥ずかしくなってしまう。こんな誉め言葉など挨拶のようなものだろうに。

　ミルヤがすぐに反応できないせいで、やや気まずい沈黙が流れる。

「すみません、困らせてしまいましたね」

「い、いえ！　こちらこそ、ごめんなさい。こういったパーティは初めてで、緊張していて……その……お世辞でも、嬉しいです」

「お世辞ではありませんよ。でも、皆が貴女に注目しているせいで居心地が悪いのはお察しします。彼らに代わってお詫びしますよ。申し訳ありません」

　アロルドはミルヤの不慣れな対応にも嫌な顔をせず、優しくフォローしてくれた。

　すると、二人のやりとりを見ていたフィリップが「そうだ」と声を上げる。

「アロルド殿、よかったらミルヤをエスコートしてくれないかね？　見たところ、決まった相手はいないのだろう？」

「お父様、急にそんなこと……アロルド様にご迷惑だわ」

　ミルヤは慌てて言うが、アロルドは首を横に振る。

「迷惑だなんてことはありませんよ。むしろ、光栄です。僕でよろしければ、ぜひ」

「ああ、頼むよ。社交界に長らく顔を出していなかった私といると、ミルヤも余計に注目されてしまうようだ。アロルド殿は私より顔が広いだろう。何より、守護魔法団の一員ならば安心だ」

　フィリップが身元のしっかりしたアロルドに信頼を置くのはわかる。だが、それでもまだ初対面だというのに、二人きりになるのは不安だ。

「ミルヤ、私は少し会場を回って知り合いでも探してくる。アロルド殿に失礼のないようにな。男爵家の子息だが……感じのいい青年だし、よく話してみるといい」

　フィリップは早速彼を婚約者候補に入れたようだ。最後はミルヤにだけこっそり耳打ちし、フィリップはそそくさと二人から離れていく。

「あっ、お父様！」

　ミルヤの制止は届かず、伸ばした手が空を切る。

「すみません。僕がエスコートではお嫌でしたか？」

「いえ、そういうわけでは……ただ、突然のことで……」

　アロルドが申し訳なさそうにするので、ミルヤは慌てて否定した。

「この年になるまで社交界とは無縁でしたから、その……同じ年頃の男性とお話しするのも不慣れですし、こんな私のエスコートをしていただくのは申し訳なくて」

「謝る必要なんてありませんよ。確かに成人されるまで待つ方は少ないですが、必ず成人前に社交界デビューをしなければならないという規則はありません。ただの慣習ですし、それぞれの事情があるでしょう。ミルヤ様は、ご病弱な方だとお聞きしています。ハルヴォニ公が貴女を人の多い集まりに出したくないお気持ちは理解できます」

「ありがとうございます」

　ミルヤがお礼を言うと、アロルドは爽やかな笑みを浮かべる。

「今日は体調がよろしいのですか？」

「え？　ええ、まぁ……」

　そもそも病弱というのは両親がミルヤを外に出さないための〝設定〟なので、体調が悪いことのほうが少ない。

　ミルヤは曖昧に返事をしつつ、周囲をうかがう。

　大胆にもミルヤに話しかけたアロルドは案の定注目されているようだ。しかも、ハルヴォニ公爵が彼と娘を二人にしたのだから、なおさら好奇の視線が集まる。

　フィリップは自分といることで娘が注目されると思っていたようだが、誰といても結局は同じらしい。

「せっかくのパーティですから、楽しみましょう。あ、何かお飲みになっては？」

「は、はい」

「お酒は……よくないですよね。果実水はいかがですか？」

「え、ええ……」

　穏やかな物腰だが、初対面なのによく喋る青年だ。それとも、これくらいが普通なのだろうか。

　ミルヤを遠巻きに見るだけの者が多い中、なんとなく居心地が悪い。先ほどからアロルドに会話の主導権を握られているせいだろう。

　こういうとき、どう逃げればいいのか……実戦経験がないためわからない。

　ダンスでも申し込んでくれれば苦手だとでも言って逃げられそうなのだけれど……アロルドは病弱だというミルヤを気遣ってか、ダンスフロアが混み合っているせいか、おしゃべりを続けたいようだった。

「どうぞ。お腹が空いていれば、あちらに軽食もありますよ」

「ありがとうございます。でも、食事は済ませてきてしまったので」

　近くを通ったメイドから飲み物を受け取ったアロルドが、ミルヤにグラスを差し出す。

　ミルヤは礼を言ってグラスを受け取り、曖昧に微笑んだ。

　本来ならば、相手の目を見て話すのが礼儀なのだが、何を喋ればいいのかわからず、視線が泳いでしまう。

「今日こちらへ来られたのは、ハルヴォニ公のご意向で？」

「はい、まぁ……そうなります」

　正確には、母であるカトリーナの強い希望だけれど、頷いておく。

　公爵家の内情――ミルヤの秘密――をうっかり口にするわけにはいかないのだ。ミルヤは無意識のうちに、左手で右手の甲を擦った。

「お身体が冷えましたか？　すみません、温かい飲み物にするべきでしたね」

「あ、いえ、そんなことは……でも、飲み物はまた後で……」

　早速の失態に気づき、ミルヤは慌てて左手を除け、近くにいたメイドにグラスを返そうとした。

　そこで、ふと……たまたまメイドの近くを歩いていた男性と目が合う。

　やや吊り目だろうか。鼻筋が通っていて整った顔立ちの青年だ。他の参加者とは異なり、紺色の詰襟を着ている。パーティに参加するには少し地味な格好に思えた。

　彼もミルヤに気づいて立ち止まったため、二人は見つめ合う形になる。

　装飾の派手な正装の人々が多い中で、詰襟を着た彼はすらっと背が高く細身に見える。こげ茶色の短髪で爽やかな出で立ちだ。その整った顔に釘づけになってしまう。

　何より、彼の色素の薄い瞳に吸い込まれそうな気がして――

（どこかで……？）

　既視感を覚えるのと同時に、ミルヤの心臓が大きく跳ねる。

　その瞬間、青年の姿が二重に見えたような気がした。ぼやけて見えたのは、こげ茶色の髪に、優しい顔立ちの知的な男性――夢に何度も見た〝秋人〟だ。

（何？　どうして……？）

　脈打つ鼓動が困惑に拍車をかける。

　そんなこと、あるわけがない。前世で想いを寄せていた人が目の前に現れるなど馬鹿げている。

　彼と見つめ合ったのは、どれくらいの時間だったのだろう。視界に入る周囲の動きがゆっくりで、時間の感覚がない。

　目の前の青年の姿と秋人の姿、どちらがぼやけていて、どちらがはっきりと見えるのか、わからなくなる。脳が混乱しているせいだ……

　ミルヤは思わずこめかみを押さえて何度か瞬きした。

「ミルヤ様！」

「あっ!?」

　アロルドの声と同時に手が冷たくなる。

　ハッとして視線を落とすと、絹の手袋が濡れて透けていた。今度は内臓が浮くような感覚に襲われ、ミルヤは咄嗟に左手で右手を掴む。

「も、申し訳ありません！　お怪我は――」

「だ、大丈夫。私がよそ見をしていたの。ごめんなさい」

　グラスを回収しようとしてくれたメイドのトレーに手をぶつけて、グラスに残っていた果実水が零れたようだ。

　しかし、メイドの後ろにいる青年に気を取られ、手元がおろそかになっていたのはミルヤのほう。

　彼女は咄嗟に会場に目を走らせた。少し離れた場所から自分を見守っていた護衛が近づいてくるのを確認したところで、腕を掴まれる。

（え――っ？）

「大丈夫ですか？　ドレスが濡れてしまいましたね。ひとまず控室へ」

　ミルヤを抱き寄せたのは、先ほどまで見つめ合っていた……秋人に似ている青年だ。

　彼はミルヤの右手をしっかり掴み、彼女をかばうように肩を抱いて促す。

「あ、あの――」

「話を合わせてください。貴女のことをお守りするためです」

　狼狽するミルヤの耳元で囁かれた言葉に目を丸くして彼を見る。すると、彼は小さく頷いた。

「ミルヤ様、ドレスなら僕が手配を……」

「アロルド様、ありがとうございます。でも、大丈夫です。こちらの方が手伝ってくださるそうですので……アロルド様はパーティを楽しんでください。またお会いできたらゆっくりお話ししましょう」

　心配そうなアロルドに微笑み、ミルヤは青年に促されて会場を出た。






　パーティ会場の近くに用意されていたゲスト用の控室に入ると、青年はハンカチを差し出してくれた。

「手袋も外して大丈夫ですよ。パーティ中にこちらへ戻る者は少ないですし、念のため人払いもしました」

　淡々とした――いや、どこか硬い表情でミルヤを見つめる青年。

　先ほどの行動は、どう考えてもミルヤの秘密に気がついてのことだ。

　彼女の心臓は驚くほど早鐘を打ち、首筋に汗が伝った。

「貴方は、一体――」

「申し遅れました。私はマリウス・エルバスティと申します。エルバスティ伯爵家の次男です」

　ミルヤは震える手を胸の前で握り、ごくりと唾を飲み込む。

　助けてもらったとはいえ、よく知らない男性と二人きりになるのは無防備すぎただろう。しかも彼はミルヤが前世人であると確実に気づいている。

「そんなに警戒しないでください。私は闇魔法を取り締まる守護魔法団に所属しております。貴女に危害を加えるつもりはありません」

　守護魔法団という言葉に、ミルヤの鼓動が少し鎮まった。

　前世人を守る側の人間であるのなら、彼女がそうだとすぐに気づいたのも頷ける。だが、彼はミルヤが知らない単語を口にした……

「闇、魔法……？」

「……ご存知ありませんか？　貴女のような〝前世人〟を作り出す違法な魔法のことです」

　マリウスの説明に、ミルヤは目を見開いた。

　彼女の聞き間違いでなければ、彼は「前世人を作り出す」と言ったのだ。つまり、ミルヤが生まれ変わったのは、神の悪戯でも輪廻転生の運命でもない……故意であるということ。

「お察しの通り、人の命に介入する危険な魔法のことを『闇魔法』と言います。守護魔法団はそれに対抗するため、特別な訓練を受けた者の集まりです」

「申し訳ありません……私、何も知らなくて……」

　自分は運良くハルヴォニ公爵家に生まれ、守られてきたのだと気づく。

　今まで自分に危害が及ばなかったのは、彼らが代わりに危険に身を晒しながら動いていてくれたからなのだ。

「いいんですよ。任務のほとんどは今日のようにパーティの警備や貴族の護衛です。それに、一人娘にそんな不穏な話をしたくないお父上の気持ちは理解できるつもりです。貴女はハルヴォニ公爵家のご令嬢、ミルヤ様ですね？」

「あっ、は、はい。ミルヤ・ハルヴォニと申します」

　そういえば、マリウスには名乗っていなかった。

　ミルヤは会場では注目されていたし、先ほどアロルドがミルヤを呼ぶのを聞いたはずだろうけれど、初対面なのに名乗らないのは失礼に当たる。

　慌ててお辞儀をしたが、頭を上げるとマリウスが目の前にいてまた驚いてしまった。

「失礼……ですが、早く濡れた手袋を取らないと冷えてしまいます。末端が冷えると身体によくない」

「あ――っ」

　そっと手を取られ、手袋をゆっくりと外される。

　ミルヤはドキドキしながら手袋が取られるのを見ていた。冷えるどころか触れられた部分が熱く感じる。

　会ったばかりの男性に触れられるなど、嫌悪感を抱いてもおかしくないのにときめくなんて変だ。

　上目遣いに彼の顔を覗き見る。切れ長の目。長い睫毛で茶色の瞳はよく見えないけれど、真剣な面持ちにどうしても惹かれる。

　しかも、本来ならば隠すべき痣を見られようとしているのに……

「あっ」

　親指の腹でそっと痣をなぞられ、思わず声が出てしまった。それが恥ずかしくて、頬が火照る。

　ミルヤは右手を引いて胸に抱くようにする。左手でその甲を隠すのは、本能的な仕草だった。

「申し訳、ありません……こんなふうに触れるなんて、軽率でした」

「あ、いえ……あの、ごめんなさい。慣れなくて……」

　手に触れられることくらい、社交界に出れば普通だろう。手の甲にキスをされることもあるし、踊るときにはもっと密着する。

　慣れていないとはいえ過敏に反応してしまって恥ずかしい。

「あの、助けてくださって、ありがとうございました」

「礼には及びません。それが仕事ですから」

　マリウスの返答に、ミルヤの胸がチクリと痛む。

（どうして……）

　仕事だと言われて、悲しくなるなんておかしい。

　守護魔法団に所属する彼が、ミルヤを助けたのは当然のこと。

（前世の感情に引っ張られているの……？）

　毎日のように夢に出てきた前世の想い人。その彼に似た風貌の男性が現れて、混乱しているのだろう。

　いくら記憶があっても、ミルヤは前世とは別の人間だ。前世での失敗を繰り返さないようにするというのならともかく、あまりにも前世に囚われてはいけない。

「こちらの手袋、少々お預かりしますね。ミルヤ様もお座りになってください」

　マリウスはミルヤをソファに促し、自分も少し離れて隣に座った。

　それから手袋を机の上に置くと、その上に手をかざし、魔法を使い始める。シャボン玉のような水が手袋に吸い込まれた後、ふわりと温風が吹き、手袋はすぐに元通りになった。

「ドレスは……ああ、よかった。これなら魔法でなんとかなりそうです」

　幸い、ドレスはあまり濡れなかったため、マリウスは同じように魔法で綺麗にしてくれた。

「すごい……」

　この世界に魔法が存在することは知っていたが、実際に見たのは初めてだ。

　ずっと屋敷に籠もっていたため、知識はあるが経験は少ない。

　魔法は訓練すれば誰でも使えるらしいが、公爵家の令嬢に必要な技術ではないため、ミルヤは学ぶ機会を逸していた。

「魔法を見るのは初めてですか？」

「ええ。興味はありましたが、両親には必要ないと言われてしまいました。公爵家の令嬢というのは、結構窮屈なものなんですね。お金持ちは何でもできるのかと思っていたんですけど……結局、十八歳になるまでほとんど外にも出られなくて。人生をやり直すというのも難しいです」

　前世には存在しなかった不思議な魔法が興味の対象になるのは必然だろう。だが、結局は本を読んで想像することしかできなかった。

「やり直す……前世に未練がおありなのですか？」

「未練というほどのことは……」

　マリウスがわずかに眉根を寄せる。つらそうな表情――ミルヤは慌てて否定しようとしたが、また秋人の最後の顔がチラついて言葉に詰まってしまった。

「すみません。前世を探るようなこと……不躾でした」

「いいえ！　未練というほどじゃないんです。ただ、私は事故で命を落としたみたいなんです。まだ若かったから……それが、未練になっているのかもと思っただけで」

　本当は、未練と言われて一番に思い浮かんだのは秋人への恋心だった。しかし、それは告白をして振られたことで決着がついたはずなのだ。

　そのすぐ後に事故に遭ったから、二つの出来事が紐づいてしまっているのだろう。

　ミルヤが慌てて言い訳すると、マリウスはフッと悲しげな笑みを浮かべる。

「事故……そうですね。ただ、その事故には闇魔法の介入があったはずです」

「それって……」

　つまり、瑠美は事故に見せかけて殺されたということ。いや、前世の〝常識〟に魔法はない。だから、前世では一〇〇パーセント交通事故となるし、それが事実だったはずだ。

　しかし、この世界では違う。

「先ほども言った通り、この世界には前世人を作る闇魔法が存在します。異世界の人間を前世人としてこの世界に召喚する――転生させる魔法です」

「召喚する……？　転生、させるって……でも、それって……」

　ミルヤの記憶が正しいのなら、前世の自分は死んだ。事故だったはずだが、そこに何らかの力が意図的に加わっているとするのなら……瑠美は殺されたことになる。

「ええ。つまり、殺人です。魔法が介入したかどうかは、その痣でわかります。今までの調査から死因となった場所に浮き上がると把握していますが……手の甲というのは珍しいです」

　手の甲が直接の死因になる可能性はかなり低いだろう。

「そうですよね。たとえ手の甲に怪我をしても、死因になるほどの傷になるとは考えにくいです。それに、私は事故で死んだんです。この世界で言うと……馬車で轢かれた、と言えばいいのでしょうか……だから、もっと重い怪我をしたと思います」

　ミルヤが手の甲を擦りつつ説明すると、マリウスは納得したように頷いた。

「なるほど。貴女の痣には謎が残りますが、そのおかげで組織からの追跡を逃れることができたのかもしれません。以前検挙できた組織の一味のアジトには、前世人のリストがありました。おそらく、殺めた人物の記録だと思われます。どんな世界のどのような人物なのかということと、痣の浮き上がる場所が記してありました。そのほとんどが頭や腹となっていたはずです」

　組織は痣を手がかりに転生した人物を捕らえる。

　そして、異世界の文化や知識を盗んでいるという。

「魔法のメカニズムはよくわかっていないのですが……前世人かどうかというのは、痣の有無しか判別方法がないのでしょうね。捕らえてからその人物の記憶と照合して前世と結びつけると考えられそうです」

　ミルヤは思っていた以上に危険な世界に転生してしまったようだ。

「貴女が今までご無事だったのは、ご両親の努力があってこそでしょう」

「私、全然危機感がなかったんですね……」

　せっかく転生したのに自由がない、なんてわがままだった。

　無事に暮らせていたことに感謝しなければならない。たまたま痣が違う場所に現れたことも含めて……

「怖がらせてしまいましたね。申し訳ありません」

「いいえ。これから社交界にも出てやっていくのなら、知っておくべきことでしょう。今まで自分が前世人であることを軽く考えていましたから、お話を聞けてよかったです」

　ミルヤは拳を握り、震えそうになるのを耐える。すると、マリウスがその両拳を包み込むように握ってくれた。

　温かさが沁みるようで、泣きそうになる。

「心配しないでください。貴女のことは私が守ります。落ち着いたら、パーティに戻りましょう。せっかくの社交界デビューです」

「そう、ですね……でも、痣を見られてしまったかもしれないので……」

　マリウスとの距離は手元が見えるほど近くはなかったように思う。それでも気づかれたくらいなのだ。ミルヤの近くにいたメイドやアロルドにも痣を見られたと思ったほうがいい。

　それに、ただでさえ目立っていたミルヤは、このハプニングでさらなる注目を集めてしまった。

　これ以上、パーティ会場にいるのは危険かもしれない。

「それなら心配には及びません。アロルド殿も守護魔法団の一員ですので、万が一見られていたとしても安心ですし、吹聴することなど決してありません」

　確かにアロルドはミルヤを守ってくれる側の人間だ。だからこそ、父フィリップも警戒を解いたのだ。

　それならば、よりミルヤの近くにいたアロルドに彼女を任せてもよかったのではないだろうか。

　ふとそんなことを疑問に思ったものの、目の前のマリウスの服装を見てそれも当然かと思い直した。

（アロルド様はパーティ用の正装だったわ）

　マリウスが率先してミルヤを保護した理由は、彼が任務中だからだろう。わざわざ個人的にパーティを楽しんでいるアロルドの手を煩わせる必要はない。

　何にせよ、守護魔法団の二人がそばにいたことは不幸中の幸いと言える。

「でも、メイドは……」

「メイドも飲み物を零してしまったことのほうに気が向いていたようなので大丈夫だと思います」

　その言葉にホッと胸を撫でおろすと、マリウスは机の手袋を取って渡してくれた。

「念のため、メイドのことは後で確認しておきます。もちろん、こちらから露顕せぬよう細心の注意を払いますからご安心を。今夜はパーティが終わるまで私がエスコートします」

　護衛も兼ねて、という意が感じられ、ミルヤの胸が切なく疼く。

　どうしてこんな気持ちになるのだろう。

　外見が似ているだけなのに、前世の未練というのはミルヤが思う以上に強いものらしい。

　今夜初めて外に出てわかったが、前世の瑠美の記憶は思ったよりもずっとミルヤの中に染みついていて、無意識のうちに前世と今世を比較している。どこかこの世界に馴染めていない自分を感じていた。

　マリウスについてもそうだ。自分も彼も前世とは別の人間だと思うのと同時に、秋人と似ているという思いが拭えない。

　そして、あまりにも前世の記憶を呼び起こすこの人物をもっと知りたいと思っている。

　ミルヤは自然と口を開いていた。

「では、お願いします。マリウス様が一緒にいてくださるなら安心です。今まで、煌びやかな世界には縁がなかったから……憧れていたんです。このまま帰るのは、もったいなくて」

「そうですね。まだダンスも踊られていないでしょう？」

「はい。あの……ご迷惑でなければ、一緒に踊っていただけますか？」

　貴族社会に生まれたとなれば、やはり憧れていたのは煌びやかなドレスにパーティ。

　公爵家の令嬢として教育を受ける中、退屈な勉強も多かったけれど、ダンスだけは特に熱心に取り組んでいた。

（だって、パーティでのダンスなんて王子様とお姫様みたいじゃない……？）

　女性ならば誰もが一度は憧れる。

　ミルヤはマリウスに視線を向けた。

　すっきりと整えられた茶髪、色素の薄い瞳は切れ長で鼻も高い。正義感の強そうな顔立ちは、王子様というより騎士のほうが似合いそうだ。

（前世の私の未練……）

　ただ似ているというだけなのだが、前世の恋を疑似体験することはできるかもしれない。そうしたら、前世の自分も報われるのではないか。

　ミルヤの誘いにマリウスは少し驚いた顔をしたけれど、すぐに微笑んで「もちろんです」と頷いた。

　その笑顔にまた既視感を覚えて、ミルヤの胸が弾む。

　前世の想い人に似ているから――そう言い聞かせる自分がいる一方で、もしかしたら運命なのではないかという期待が芽生える。

　こんなにもドキドキする理由は、一目惚れ以外ないのではないか……と。

「ミルヤ様？　お加減が悪いのですか？」

「い、いえ！　その……ダンスの相手を探すのは大変かなと思っていたので嬉しくて。憧れだったんです。煌びやかなダンスパーティ。前世の私は庶民だったんです。毎日、働いて、たまに友人と遊びに出かけて、恋をして……この世界とは違う平凡な生活でした」

　心配そうなマリウスに、ミルヤは努めて笑顔を向けた。

「前世の人生は……楽しくありませんでしたか？」

　すると、口を引き結んで何かに耐えるような彼と目が合い、ハッとする。

「そういうわけではないんです！　ただ、この世界とは違うっていうだけで……正直、楽しかったのかどうかを決められるほど生きていなかったですし。あ……ご、ごめんなさい。こんな話……」

　今まで前世のことを話した相手はいなかった。他人には話せないことだ。

　幼い頃は両親に夢の内容を話していた気がするが、物心つく頃からはそれもやめた。

　彼らは娘が前世人であることをよく思っていない。罪悪感のようなものを持っているのが感じられたから……

　けれど、今、マリウスというすべての事情を知り、かつ闇魔法を取り締まるという立場の人間に出会い、気が緩んでしまったようだ。

　彼が秋人に似ていることも親近感を持つ理由だろう。瑠美はよく秋人に仕事の相談をしていたから。

「いいえ。私でよければいくらでも聞きますよ。違う世界の記憶を持ちながら、右も左もわからない場所で生きるのは大変だったでしょう。前世人という枷を負い、閉じ込められて……それなのに、私には話を聞くことしかできないなんて……何と言ったらいいのか……」

　目を伏せて申し訳なさそうにするマリウスに、ミルヤは慌てる。

「そんな、大袈裟です。確かに前世人になったのは、私が望んだことではありませんが……生まれ変われたことには感謝しているんです。私はミルヤ・ハルヴォニとしての人生を生きると決めたんです」

　得体の知れない組織の勝手な都合で振り回されたことは腹立たしいけれど、彼らのおかげで二度目の人生を始めることができたのもまた事実。

「これからが勝負なんです！　せっかく外の世界に出られるようになったので、これから楽しいことを見つけていきたいなって。前世で叶わなかったことも挑戦したいですけど、過去は過去ですから」

　過去は過去――前世の記憶に引きずられている自分を叱咤するように宣言する。

　マリウスは拳を握りしめてやる気満々のミルヤを見て驚いた様子だったが、すぐに破顔した。

「貴女は本当に強い人ですね。そうやって人を惹きつける……魅力的な女性だ」

　どことなく硬い表情の多かったマリウスが思いきり笑うのは、新鮮でドキッとする。

　火照る頬を隠そうと、ミルヤは俯いた。

「そうですね。大切なのは過去よりも未来……ならば、私も貴女の願いを叶えるお手伝いをさせていただきますよ」

「それは、その……ありがとうございます」

　大々的な宣言をしてしまったことも恥ずかしいし、それを手伝うなんて言われたらさらに羞恥を煽られる。穴があったら入りたいとはまさにこのことだろう。

「そろそろパーティへ戻りましょうか。ダンスも踊らなければなりません」

「そ、そうですね」

　ミルヤはそそくさと立ち上がり、乾いた手袋をつけ直す。

　そうして差し出されたマリウスの手に自分のそれを重ねた。

「では、参りましょう」

「はい」

　じんわりと触れたところが熱く、ミルヤの心が揺れる。

　この温もりを愛おしく感じる自分を滑稽に思いつつも、逸る鼓動を抑えられない。

　ミルヤはそれを初めてのパーティで高揚しているせいだと言い訳しつつ、彼のエスコートで会場へ戻った。






　それからの時間は夢のようなひとときだった。

　本来はパーティの警備任務中なので仕方ないけれど、マリウスの装いは地味だ。

　とはいえ、さすがに詰襟だと目立ちすぎると言い、彼は上着を替えている。パーティの主催者側が不測の事態に備えて用意しているものを借りたらしい。ミルヤのようにドレスやジャケットを汚してしまうゲストのためなのだろう。

　衣装が間に合わせでも、ミルヤの希望通り彼女をエスコートする彼の振る舞いは完璧で、ミルヤはふわふわした感覚を持て余す。

　今までは屋敷に籠もっていて、自分が何者なのか……周囲にどう認識されているのかを知る術がなかった。

　こうして外の世界に出て初めて、ようやくこの世界での自分の存在が認められたような不思議な気分だった。

　彼が優しく微笑みかけてくれるたびに、ときめく心。ミルヤはいつのまにか前世の記憶を〝言い訳〟にすることも忘れ、社交界デビューを楽しんだ。

　マリウスはミルヤを馬車に乗せるまで、しっかりとその責務を果たしてくれた。

　アロルドに事情を聞いていたらしいフィリップも、マリウスの的確な判断と対応に感謝しきりだ。

　心配ながらも初めて娘を参加させたパーティで、二人の守護魔法団員と知り合えたことは、父にとって喜ばしいことだったのだろう。行きの馬車での鬱々とした様子がなくなって、ミルヤは安堵する。

　一方、彼女は別れ際「またお会いしましょう」と言ったときのマリウスの笑みが頭から離れず、馬車が止まるまでどこか夢うつつ……ぼんやりと過ごした。

　その夜は彼との時間が忘れられず、なかなか寝つけなかった――

















第二章　求婚と疑念












　別れの挨拶というのは、どこの世界でも社交辞令が九割を占めるのだと思っていた。

　初めて参加したパーティで前世の想い人と似た男性に出会う確率、その人とまるで恋人同士のように踊れる確率、その二つが同時に起こるなどかなり稀な出来事だったはずだ。

　前世の不幸の見返りだとしても、ミルヤはかなり幸運だったと言えるだろう。

　だから、どこかで「また会いたい」と思う気持ちを押し込み、ミルヤは以前と変わらない日々を過ごしていた。

　これ以上望むのは贅沢というもの――そんなミルヤの考えが裏切られたのは、パーティから数週間ほど経ったある日のことだった。

　その日、ハルヴォニ家のリビングには、珍しく客人が通されていた。

「お久しぶりです、ミルヤ様」

　両親の向かい側に座っていた彼は、ミルヤが部屋に入ると立ち上がって丁寧にお辞儀をする。

　先日と同じように詰襟できっちりした格好なので、これが制服なのだろう。マリウスの向かいでは両親がにこにこと機嫌良さそうに座っている。

「マリウス様……？　どうしてこちらに……？」

　困惑しつつも両親に説明を求めるように視線を向けると、フィリップが待っていたと言わんばかりに口を開いた。

「実はな、マリウス殿がお前を気に入ったと申し出てくれた。今日は、お前の婚約者として招いた」

「婚約、者……ですか？」

　ミルヤは驚いて三人の顔を見比べた。

　両親は先ほどからずっと笑顔で、娘の縁談を喜んでいる様子だ。

　マリウスは真剣な表情でミルヤを見つめている。

「ああ、そうだ。ミルヤ、こちらに座りなさい。お前も知っている通り、マリウス殿は闇魔法を取り締まる守護魔法団員だ」

「それに、エルバスティ伯爵家の次期当主はすでに彼のお兄様と決まっているわ。マリウス殿にはハルヴォニ家に婿養子に来てもらいます。歳も二つ違いならちょうどいいでしょう」

「マリウス殿の父上が守護魔法団の少佐を務めているとなれば、お前の婿に取るにも安心だ」

「どうかしら？　ミルヤにぴったりの夫だと思わない？」

　フィリップもカトリーナも捲し立てるようにしてマリウスを推してくる。両親はこの縁談にかなり乗り気らしい。というより、もうすでに彼らの中では決定事項なのだろうと感じられた。

　ミルヤはソファに腰を下ろし、マリウスと向かい合う。彼は落ち着いた様子でミルヤと目を合わせた。

　パーティで初めて出会ったときと同じ……綺麗な顔立ちで、真剣に見つめられると胸がざわつく。澄んだ瞳に吸い込まれそうになるのだ。

　そこに映る感情は何だろう。ミルヤは思案する。

　父は先日のパーティで娘をエスコートした二人の男性――アロルドとマリウスを気に入ったようだった。

　そもそも、パーティに参加した目的が婿探しだったのだ。父が誰かを気に入れば、当然結婚の話になるだろう。

　どちらの青年も守護魔法団に属しているということで、さらにその気になったに違いない。

　マリウスを選んだのは、男爵家と伯爵家を天秤にかけての結果だろう。もしくは、娘の危機を救ってくれたからなのかもしれない。

　どちらにしろ、この絶好の相手を逃すまいとしているはずの両親が手を回したとしたら……伯爵家が公爵家には逆らえない。

「あ、あの……マリウス様、父が無理を言ったのなら――」

「いいえ。この話は私のほうから申し入れました。もちろん、ミルヤ様が嫌だとおっしゃるのなら、無理にとは申しません」

　ミルヤが言いかけたところで、マリウスが否定する。

　その真剣な表情が嘘をついているとは思えず、ミルヤは言葉を呑み込んだ。

「嫌だ」とも「嬉しい」とも言えず、やや気まずい沈黙が流れる。

　妙な空気を振り払ってくれたのは、父のフィリップだった。

「ま、まぁ……その、なんだ。せっかくだ。二人で話したらどうだ？」

「それがいいわ。今日は天気もいいですし、庭を散歩していらっしゃいな」

　両親にすすめられ、マリウスは「ぜひ」と立ち上がる。

　そうして差し出された手を取るのをためらうミルヤの背中は、両親の笑顔が後押しし、二人は庭へ出た。

　ハルヴォニ家の庭は、かなり広い。

　娘を外に出さない代わりに、両親は庭を遊び場として整えたのだ。

　ミルヤが小さい頃、前世の記憶にあるブランコを作ってもらい、遊んだこともある。ミルヤのたどたどしい説明をなんとか形にしたそれは、大きな木に括りつけるだけの簡易的なものだったけれど、十分楽しめた。

　他にも、迷路のような薔薇園や小さいながら噴水まであって、城の庭園を再現したような場所である。

　そんなおとぎ話に出てくるような庭で、パーティで出会った男性と散歩をするなど、まさにシンデレラストーリーの主人公になったような気分だった。

　マリウスはミルヤを気遣ってゆっくり歩き、やがて噴水近くのベンチに彼女を座らせる。彼も隣に座り、フッと一つ息を吐いた。

「驚きましたか？」

「それは、もちろん……」

「お嫌ですか？」

「い、いえ！　そんなことありません」

　父はミルヤの社交界デビューや結婚を渋っていた節がある。娘の身の安全と将来の間で揺れていた。

　マリウスに感謝していたのは間違いないだろうが、だからと言ってすぐに結婚の話を持ち出すほど安直ではない気がする。

　そんなに簡単に心変わりするのなら、十八年もの間、娘を匿う生活を送っていないだろう。

　フィリップが無理強いしているわけではないというのも、嘘だとは言い切れない。

　それでも、マリウスのほうからミルヤに結婚を申し込むというのは信じがたい。

　都合が良すぎるのだ。

　前世の想い人に似た男性と異世界で出会う確率、その男性と結婚する確率――そんなことを考えてしまうのは、現実的になろうと努めているからかもしれない。

　普通の貴族令嬢ならば、喜んで飛びついただろう話だ。

　外見の整った、由緒正しい伯爵家の息子。守護魔法団員となれば、危険と隣り合わせの任務に就く代わりに待遇も良いと聞いている。貴族の中でもかなり条件の良い結婚相手だ。

「ですが……あの、本当に父が無理を言っているわけではないのですか？」

「本当です」

　ミルヤの問いに間髪入れず、きっぱりと言い切るマリウス。その真剣な眼差しに彼女は息を呑んだ。

　また――この瞳がミルヤの心をかき乱す。

「どうして……？」

「理由などひとつしかありません。貴女のことが好きだからです」

　告白された瞬間、心臓が大きな音を立てて弾んだ。

「初めて貴女を見たとき……ありきたりな言い方ですが、運命を感じたんです。一目惚れと言うのでしょうか。貴女から目を離せなかった」

　目が離せなかったのは、ミルヤも同じだ。

　それを運命だと言うのなら、彼女もあの時点で恋に落ちたことになる。

（まさか……違う、わ。それは、ただ夢の中の人物が現れたみたいで、驚いたからで……）

　夢見がちな思考へ転がりそうになり、ミルヤは慌てて自身に言い聞かせた。

　だが、マリウスがミルヤの心の葛藤に気づくはずもない。

「貴女は前世人であるが故、ご両親に隠されて生きてきたのでしょう？　外に出たいと思ったことは何度もあるはずです。そんな窮屈な人生を悲観することなく、もう一度生きるチャンスをもらったのだと前向きにとらえる貴女を素敵だと思いました。憧れていたパーティに参加し、ダンスを踊りたいとはにかむ貴女はとても可愛らしくて……願いを叶えてあげたくなったのです。同時に……」

　マリウスはそこで言葉を切ると、ミルヤの前に跪き、彼女の右手を取った。

「貴女と一緒に人生を歩みたいと思いました。マリウス・エルバスティとしてのすべてを捧げます。必ず……最後まで貴女をお慕いする気持ちに正直に生き、貴女をお守りすると誓います。ですから……どうか、私にチャンスをいただきたい」

　人生を捧げるなど大袈裟にも聞こえる。

　だが、ミルヤを見上げる瞳は冗談を言っているようには見えない。それどころか、なぜか彼が泣きそうに見えて、彼女は胸の奥が熱くなるのを感じた。

　マリウスは一つ大きく息をつくと、ミルヤの右手の甲に自分の額をくっつける。

「……ミルヤ様、私と結婚してください」

　まるで懇願するようなプロポーズ。

　ミルヤはすぐに返事ができなかった。

　前世の想い人に似た男性にときめく心は、今の自分の感情なのかわからない。そんな人と出会い、求婚されるなど、偶然にしては出来すぎている気がした。

　だからと言って、その偶然を完全に否定することもできず、戸惑うばかり。

　そんなミルヤの気持ちを察してか、マリウスはゆっくり彼女の手を離し、立ち上がった。

「一度しかお会いしたことがなかったのに、こんなことを言われたら困りますね。でも……考えていただけたら嬉しいです。私は本気です」

「……わ、わかりました」

　マリウスの真剣さに思わず頷くと、彼はホッとしたようで頬を緩める。そうして、再びミルヤの手を取って屋敷へと歩き出した。

　初めて会ったときから、こんなふうに何度も手に触れられている。それをまったく嫌だと思わないのは、ミルヤがマリウスを信頼しているからなのかもしれない。

　先日助けてもらったことも大きいだろうが、〝秋人〟という夢の中の存在への親近感もある。

（そんな人が……私を、好き……？）

　にわかには信じられない。

　好意を寄せられて嬉しい気持ちはもちろんあるのだが、ミルヤの感情を占める大半は「どうしたらいいかわからない」という困惑だった。

　ミルヤは公爵家の一人娘。十八歳になった今、彼女の役目は結婚し、ハルヴォニ公爵家を存続させることだ。

　前世人という複雑な事情を理解し、しっかり彼女を守れる能力と身分のある男性――マリウスは両親が納得する相手としてこれ以上ない理想的な存在だった。

　この縁談を断る理由はないように思える。

　ただ、一つだけ引っかかるのは、前世のこと。

「ミルヤ様」

「あっ、は、はい！」

　ぼんやりと考えていたら、いつのまにか屋敷のテラスまで辿り着いていた。

　ミルヤはハッとして背筋を伸ばす。

「また伺います。今度はもっとゆっくりお話ししましょう。もし何かやりたいことがあったら、考えておいてください。一緒に貴女の願いを叶えましょう」

「はい……ありがとうございます」

「では、また」

　マリウスが軽く礼をしたのとほぼ同時に、フィリップとカトリーナがテラスに顔を出す。どうやら二人の様子が気になっていたらしく、出てくるタイミングを見計らっていたようだ。

「あら、もう帰ってしまわれるの？」

　カトリーナが問うと、マリウスは両親に頭を下げる。

「はい。今日はこれで失礼いたします。お招きいただき、ありがとうございました」

　丁寧な挨拶の後、マリウスは屋敷を出ていった。

　閉まった扉を見つめたまま、ミルヤはしばらくその場に立ち尽くす。

『一緒に貴女の願いを叶えましょう』

　マリウスは優しい。ミルヤの境遇を理解し、彼女に寄り添おうとしてくれる。

　前世人として転生したせいで、ミルヤはこの世界の公爵令嬢としては風変わりな存在だ。

　公爵家の生活が特別なものだと思っていることは、明らかに前世の瑠美の記憶の影響である。その上、身の安全のため家族と隠遁生活を送ってきたから、この世界では普通のことが今までできなかった。

　たとえば、パーティでダンスをする――そんな当たり前のことがミルヤにとっては特別だということを、マリウスはわかっている。

　だから、ミルヤの願いを大切にし、彼女が憧れていることを一緒にやろうとしてくれる。それが、この世界で生まれ育った彼にとっては普通のことだとしても。

（でも……）

　その優しさには既視感があって、ミルヤの気持ちを堰き止めようとする。

（私は、私なのに）

　前世の記憶があるというのが、こんなにも厄介だとは思わなかった。

　あの頃の自分――瑠美――は、もっと自由に恋をしていた。何の心配もなく、秋人との些細なやりとりに喜んだり落ち込んだり……

　最後に告白したときだって、玉砕覚悟だったとはいえ〝思いきり〟があった。

　そうだ。記憶がなければ、ミルヤはきっとマリウスの求婚を手放しで喜び、承諾しただろう。

（もう……！）

　自然と以前の経験と比べてしまう自分が嫌で、ミルヤは額をコツコツと拳で叩く。

　こんなことをしても記憶が消えるわけではないのに……

　夢に見ることで鮮明に思い出してしまった過去を拭い去るのは難しくて、ミルヤは途方にくれるのだった。
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　それ以来、マリウスは定期的にハルヴォニ家を訪れるようになった。

　相変わらず外にはあまり出られないミルヤを気遣って、マリウスは仕事が休みの日に時間を作ってくれているようだ。仕事帰りにもたまに顔を出し、食事を共にする。

　すでに両親は二人の婚約が成立したかのような気分でいるらしかった。

　結婚式用のドレスを仕立てると張り切っていたし、マリウスが屋敷を訪れる日は娘と二人きりにするという気遣いまでしてくれる。

　当のミルヤはまだ返事もしていないというのに……

（まぁ……貴族同士の結婚なんて、こんなものよね）

　当人同士の気持ちは二の次で、家同士の繋がりや利害関係が一番重要なのだ。

　ミルヤの場合、両親の心配はそれよりも娘の身の安全だが、それが解決するというのだから彼らの喜びようも理解できる。

「ミルヤ様？」

「あっ、ごめんなさい。ボーっとしてしまって」

　今日は、庭で茶会――と言っても二人で紅茶と菓子を囲みながら談笑するだけだが――をしているところだ。

「お加減が悪いのなら、屋敷に戻りましょうか」

「いえ、大丈夫です。天気が良くて、眠気を誘われてしまいますね。ごめんなさい」

　暖かな陽気を言い訳に逃れようとしたものの、マリウスはミルヤの顔をじっと見つめる。

　探るような視線――その真剣な眼差しを受け止められず、ミルヤは目を泳がせた。

「……あまり、眠れていないようですね」

　ふと、マリウスの手が頬に触れる。

　彼は親指で目元をそっとなぞりながら、心配そうにミルヤの顔を覗き込む。

「目が赤い……瞼も少し腫れていますね」

「あ……っ」

　優しい手つきのくすぐったさに思わず声が出てしまう。マリウスはハッとして手を引っ込めた。

「すみません……その、つい……嫌でしたよね」

「い、嫌なわけでは……少し、びっくりしただけです」

　お互いに恥ずかしくて俯き、ミルヤは膝の上で両手を擦り合わせる。

　触れられたことに対する羞恥もあるが、ミルヤの顔を観察し、寝不足を言い当てたマリウスにも驚いた。

　ここ最近、マリウスとの縁談のことで悩んでいて眠れていないのは事実だ。

　そこまで顔には出ていないと思っていたのだが……

「私のせいですか？」

「え？」

「貴女が眠れない原因です。私は……貴女につらい思いをさせてばかりですね」

　マリウスは自嘲気味に笑い、目を伏せる。

　そこまで彼が責任を感じることはない。

　ミルヤが悩んでいるのは、彼女自身の問題なのだ。それに、縁談のことを考えてしまうのは、心が揺れている証拠。

　嫌ならばすでに断っている。

　いくら娘の身が大事だからと言って、両親も無理強いはしないだろう。特に父は、ミルヤに甘い。

　だからこそ、ミルヤは「嫌だ」とは一言も口にしていなかった。そうすれば、マリウスとの接点がなくなってしまうから。

「それは違います。むしろ、逆ですよ……マリウス様を煩わせているのは、どっちつかずの私のほうです」

「私は好きでやっていることですから。貴女に会いにくるのも、そうしたいと思うからです」

　マリウスの気遣いが沁みる。

　ミルヤはそんな彼の優しさに甘えて……整理のつかない気持ちを吐露する。

「そんなふうに言っていただけるのは、嬉しいです。本当に。でも、なんだかうまく行きすぎている気がして不安……というか」

　困ったように笑うと、マリウスの瞳が揺れた気がした。

「初めて会ったとき、私から目を離せなかったって……マリウス様は言ってくれましたよね。私も同じでした。でも、こんな都合のいい話はないんじゃないかって……私はまだ夢を見ているような気がするんです」

　そう……ミルヤはまだ夢の中――前世の記憶――を漂っているかのような、そんな気がしてならない。

　期待をしてはいけないと、どこかで歯止めをかけようとする自分がいるのだ。

「それは……前世の記憶のせい、ですか？」

　ずばり言い当てられ、ミルヤは言葉に詰まってしまう。

　マリウスは彼女の反応からすべてを察したのか、悲しそうな表情になった。

「ご、ごめんなさい。今の私が前世とは違う人間だということはわかっているつもりです。ただ、少し混乱しているみたいなんです。外の世界に出たことがなかったから、ちょっと刺激的すぎたんだと思います。こんなふうに記憶が邪魔になることは初めてで……過去は過去だって言ったのは私なのに……変、ですよね」

「いいえ。おかしなことではありません。過去から学ぼうとするのは、普通のことです。貴女が未来を模索するのなら、当然過去とは違う道を選びたいと思うでしょう。私も……そうしたいと思いますから」

　自分も過去とは違う道を選びたい――マリウスは過去に何か後悔があるのだろうか。

　ミルヤは彼の発言が引っかかって、首を傾げる。

「マリウス様も……何か思い残したことがおありなのですか？」

「そう、ですね。助けられたかもしれない大切な命を……失ったことがあるのです」

　マリウスはその悔しさを噛み締めるかのように目を瞑り、苦しそうに息を吐き出すと、ゆっくり瞼を持ち上げた。

　そうして見えた瞳の中には、自責の影が浮かぶ。

　綺麗な瞳を陰らせる悲しく切ない色に、ミルヤは胸が締めつけられた。

　大切な命を失った――彼の立場を考えれば、人が亡くなる瞬間に直面することもあるだろう。

　前世で看護師として働いていたときの記憶から、人の死がつらいのは理解できる。長く入院していた患者はもちろん、急患で運ばれてきたばかりの人でさえ……目の前で息絶える姿からは目を背けたくなるのだ。

　正義感の強そうなマリウスが、守れなかった命に対して思うこと……必要以上に自分を責めているのかもしれない。

「私が浅はかだったんです。本当の気持ちを――」

　マリウスはそこでハッとして口を噤む。同時に、ミルヤも内臓が浮くような感覚に襲われた。

（本当の、気持ち……）

　それが不特定多数に向けられた感情ではないということは、すぐに理解できた。

「すみません。変なことを……こんな話をしにきたのではないのに」

「とても大切な方が……いらしたのですね」

　悲痛な面持ちのマリウスに、ミルヤの心も痛む。

　彼の様子から、その人が特別だったことが伝わってきた。

　本当の気持ちを伝えられなかった、と言おうとしたのだろう。つまり、相手は女性で、マリウスは彼女のことを想っていたということだ。

（なんで、私が悲しくなっているのよ……）

　彼をこんな表情にさせる人が過去にいたことにショックを受けている自分に気づかされる。

　自分だって、同じくせに。

　今の自分の気持ちがわからなくなるくらい前世の想い人に囚われて、マリウスからの求婚の返事を保留にしているのに。

　熱心にアプローチしてくれる彼の心の中に、ミルヤ以外の誰かがいることに嫉妬するのは勝手すぎる。

「申し訳ありません。ミルヤ様に言うべきことではありませんでした……今の話は忘れて――」

「その方は、私に似ているのですか？」

　疑問は考えるよりも先に口をついて出た。

　マリウスは、初めて会ったときにミルヤから目が離せなかったと言った。ミルヤも同じ。

　だとしたら、その理由も同じようにミルヤが誰かに似ていたからではないだろうか。

　震えてしまう声を我慢しようと拳を握ったら、涙が滲んだ。爪が食い込むほど力を入れたせいだろう。

「ミルヤ様……」

　マリウスは答えられない。答えがＹＥＳだからだ。

　それをわかっていて意地悪な質問をした。

　自分が何をしたいのかもよくわからない。ミルヤは瞬きをして涙を散らすと、フッと力を抜く。

「ごめんなさい。変な質問をしました」

　ミルヤはできるだけ明るく笑い、立ち上がった。

「マリウス様、少し歩きませんか？　お腹がいっぱいになってしまいました」

「え、あ……」

　マリウスの手を引くと、彼は困惑しつつもミルヤについてくる。

「新しい薔薇が咲いたんです。綺麗な色なので、マリウス様にも見ていただきたくて」

　とりとめのない話をしながら、庭を案内するのはいつものことだ。

　けれど、今日は……その景色が少しだけ色褪せて見える。

（また……一方通行の恋をしようとしているのかも……）

　ミルヤが求婚を受ければ夫婦にはなれる。マリウスが誰かの代わりに自分を選んだのだとしても、結ばれるだけ前世より運がいいと思うべきなのか。

　前世の記憶がチラつくのは、同じように切ない想いを繰り返そうとするミルヤへの戒めなのかもしれない。

　だが、それに気づくのは少し遅かった。

　ミルヤはマリウスに惹かれている――前世の瑠美にどんなしがらみがあろうと、彼にときめく気持ちは確かにミルヤ自身のものだ。
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　数日後。

　ミルヤは再びパーティにやってきていた。

　両親が張り切って用意した黄色いドレスは、少し派手な気がする。ビジューの散りばめられたベアトップに、デコルテを飾るダイヤモンドのネックレス。スカートにはフリルがふんだんに使われている。

　手袋の裾にもレースがついていて、先日よりも数段は豪華だ。

　両親は当然のようにマリウスに娘のエスコートを頼み、それを承諾した彼が最初から隣にいることも前回とは違う。

　カトリーナに至っては、一緒にパーティに参加させることで二人の関係を周囲に広めたいという魂胆が見え見えだった。

　当の二人は……あの日の庭での茶会以来、どことなく気まずい時間を過ごしている。

　マリウスは過去に大切にしていた女性とミルヤを重ねていると口を滑らせたことへの罪悪感から、口数は少なく、以前にもまして申し訳なさそうな表情が多くなった。

　ミルヤはミルヤで、彼への気持ちを自覚したことと大人げない態度を取ってしまったことへの後悔でうまく笑えない。

　お互いにお互いの作り笑顔を気にして、さらにうまく喋れなくなる――そんな悪循環。

　パーティ会場は、二人の気持ちとは対照的で明るく輝いた空間だ。

「マリウス様、踊りませんか？」

「ええ、もちろん」

　少しでも動いていないと、沈黙が息苦しい。

　それはマリウスも同じだったのだろう。二人は足早にダンスフロアへ向かった。

　管弦楽の演奏に合わせてステップを踏む。

「今日は……ありがとうございます」

「お礼は必要ありません。私が貴女とパーティに参加したかったのです」

　マリウスはいつも通り、自分がそうしたかったのだと笑う。

　ミルヤも釣られて笑顔になり、長身の彼を見上げた。

　自分を見下ろす、少し寂しそうな笑顔。

　こげ茶色の髪はパーティ用に撫でつけられ、普段よりも大人びて見える。二つ年上と言っても、しっかりとした職に就き、外の世界を見てきた彼は、他の同年代の男性よりも落ち着きがあるように感じられた。

　整った顔立ちに、背が高くしなやかな体躯。

　人々の視線が彼に集まっているのがわかる。

　こんな素敵な男性と踊れる機会は、いくら高位の貴族と言えど多くはないだろう。

「ミルヤ様」

「はい」

「今日、私と一緒にパーティに来てくださったのは……なぜ、ですか？」

　貴女を傷つけたのに、と……言葉にはしなくても、彼の思っていることはわかった。

「マリウス様と同じです」

「……同じ、とは？」

「私がそうしたかったから……こうして、マリウス様ともう一度踊りたかったからです」

　マリウスに忘れられない人がいるとしても……今、彼のそばにいるのは自分だ。

　ミルヤの気持ちが前世の記憶に引きずられているとしても、彼に惹かれていることは確かだから。

　だったら……お互いに求めているのなら、いいのかもしれない。

「あれから……考えたんです。マリウス様と結婚したら、どんな人生になるんだろうって」

　元々、ミルヤは政略結婚をしなければならない立場だった。

　自分が前世人であることで、相手選びは慎重を期さねばならなかったけれど……マリウスならば、両親が納得し、ミルヤも安心する。

「会ったこともない男性と結婚するかもしれないと思っていたときに、マリウス様と出会って……結婚したいと言ってもらえて……これって、すごいことですよね」

　愛のない結婚が当たり前の世界で、惹かれ合う相手に出会える確率はどれほどだろう。

　どんな形でも、そこに少しでも気持ちがあるのなら、むしろ幸せなことではないか。

　言い方は悪いが、妥協をするのならこれが一番いい形だと……

「そう、ですね。この世界で貴女に出会えたことは奇跡だと思います。でも、同時に必然だとも思うのです」

「ふふ……何ですか、それ」

　マリウスはときどき仰々しい物言いをする。

　出会いが奇跡だけれど必然だなんて、ちょっと気障な台詞だ。

　それが可笑しくて、ミルヤは思わず笑ってしまったのだが、当の本人は至って真剣だったようだ。

「ミルヤ様、私は貴女にお伝えしなければならないことが――」

　そこで、曲が終わり、二人はダンスフロアから抜ける。

　先ほどまでは自然に会話できていたのだが、音楽と同じように止まってしまった言葉を探して……手を繋いだまま見つめ合った。

「マリウス様？」

　ダンスの終わりに彼が言いかけたことを尋ねるように、首を傾げる。

　マリウスは緊張気味に唇を引き結び、じっとミルヤを見つめたままだ。

　パーティの喧騒が沈黙の二人を包み込む。

　マリウスは一度口を開きかけ、しかし、言葉の代わりに長い息を吐き出して、ミルヤの手を離した。

「すみません」

　その謝罪は何に対するものなのだろう。

　わけがわからず、ミルヤは急に冷たく感じる手を擦り合わせた。

「喉が渇きませんか？　飲み物を取ってきますから、ミルヤ様はここで待っていてください」

「えっ、あ、マリウス様……！」

　マリウスは早口に言うと、ミルヤから離れていってしまった。

　まるで逃げるように人ごみに消えた背中――ミルヤは人々が交錯するフロアを見つめたまま立ち尽くす。

　一体、どうしたというのだろう。

　マリウスが何かを言いかけたのは確かだが、それが何なのか見当がつかない。

「ミルヤ様？」

　ミルヤが悩んでいると、突然声をかけられた。

　驚いて振り返ったところには、見覚えのある青年が立っている。

「あ……アロルド、様？」

「こんばんは。すみません、驚かせてしまいましたね」

　アロルドは、軽く頭を下げた。

「いいえ、ごめんなさい。ちょっと考え事をしていて……あの、お久しぶりです」

「先日のパーティ以来ですね」

　ミルヤが挨拶をすると、アロルドは周囲をうかがうように視線を彷徨わせる。マリウスを捜しているのだろう。

「マリウス様は、あちらに……飲み物を取りにいかれています」

「そうでしたか。しかし、お一人になられては危険なのでは？」

　ミルヤを心配してなのだろう。アロルドはチラリと彼女の右手に視線を落とした。

「あ、その……少しだけ、なので……」

　なんとなくその視線が怖くて、ミルヤは咄嗟に左手で手袋の下の痣を覆う。

　マリウスは彼も守護魔法団の一員だと言っていたし、先日のパーティでミルヤが前世人であることに気がついたはずだ。

　痣がどこにあるのかもすでに知っている。

　だから、手袋の下を見透かすような視線も当然と言えばそうなのだけれど、少し怖い。

「すみません、不躾でした。しかし、驚きました。マリウス様とご婚約されたとは」

「ええ……」

　本当はまだ正式に婚約したわけではないのだが、おそらくすでにそのように噂されているのだろう。

　ここで否定しては、またややこしいことになると考え、ミルヤは頷いておく。

「悔しいですね。貴女を見つけたのは、私のほうが先だったのに」

「そんな……ご冗談ばかり」

　ミルヤは軽く受け流したつもりだったのだが、意外にもアロルドは真剣な表情になり声を落とした。

「冗談ではありませんよ。ただ、やはり男爵家の息子では、いくら婿養子でも世間体が悪いと思われてしまったようです」

「え……？」

「僕も、貴女に結婚を申し込みました。正確には、ハルヴォニ公爵に……ですね」

　眉を下げて困り笑いのアロルドに、ミルヤは目を見開く。

　マリウス以外との縁談があったことすら知らなかったので、驚いた。

　しかし、考えてみれば両親が〝決まった〟縁談以外の話を娘にする必要はない。公爵家の一人娘となれば、繋がりを持ちたい貴族も少なくないだろう。もしかしたら、他にも候補がいたのかもしれない。

　ただ、その候補者を絞り込むのは両親の役目。

　ミルヤが知らないのは当たり前だが……こうして本人を目の前にすると「知らなかった」というのは失礼な気がした。

「あの……ごめんなさい。私、何と言ったらいいか……」

「いえ！　ミルヤ様のせいではありませんから。いくら婿養子と言っても、男爵家では釣り合いません。当然です。すみません、こんな未練がましいこと……ただ、その……」

　アロルドは慌てて首を横に振り、ミルヤを責めるような態度を謝罪する。そして、言いにくそうに言葉を区切った。

「アロルド様？」

　ミルヤが促すように名を呼ぶと、アロルドは再び周囲に視線を走らせる。先ほどから彼は何かを気にしているようだ。

　ミルヤもつられて周りを確認するが、特に警戒すべきことはないように思えた。皆、それぞれダンスや雑談に夢中で、誰も他人の会話を気にする素振りはない。

「いえ、大丈夫……ですか？　貴女をパーティ中に一人にするなんて、マリウス様は不用心では？」

　言葉を濁してはいるが、ミルヤは彼が「マリウスとの結婚は考え直したほうがいい」とそれとなく伝えようとしているのを感じた。

「そんなこと……」

　飲み物を取りにいくだけのほんの少しの間だ。

　それに、あまり過剰にミルヤを守ろうとすれば、逆に怪しまれる可能性もある。

「すみません、変なことを言って……ですが、少し気になることがあって、貴女にはお伝えしておこうと思いまして」

「気になること、ですか？」

　ミルヤの心臓が嫌な音を立てて、彼女は両手を胸の前で握った。

　先ほどからのアロルドの言いにくそうな態度からして、話の内容があまりよくないことがわかる。

「はい。実は、マリウス様は……随分前から自分は結婚しないと公言されていました。あの容姿と身分を考えれば、縁談は数多とあったはずです。それを今までずっと断り続けていたのに、急に貴女に求婚したというのですから不思議に思う人間も多くいます。もちろん、貴女が魅力的なのは当然ですが、貴女の境遇を考えると、慎重になるべきなのではと思ったもので……」

　アロルドは申し訳なさそうにそう言うと、再び「すみません」と謝った。

「いえ……」

　ミルヤは力なく首を横に振りつつ、今までの彼とのやりとりを思い出す。

　マリウスが結婚したくないと言っていたことは初めて知った。急に心変わりした彼を訝しく思うアロルドの心配も理解できる。

　だが、彼が結婚を拒んでいた理由には心当たりがあった。

「忘れられない、人……」

　思わず呟いたミルヤを、アロルドが訝しげに見る。

「忘れられない？　そんな方がいると……彼がそう言ったのですか？」

「あ、いえ……でも、大切な人を失ったことがある、と聞いたことがあります。なんだか、とても……特別な人みたいでした」

　マリウスははっきりとは口にしなかったけれど、ミルヤは女性だろうと考えていた。

　その人が自分に似ているのかと問いかけたとき、マリウスが言いにくそうにしていた理由はそれ以外に思いつかない。

「ですが、それは少し変です」

「え？」

「だって、彼はまだ二十歳ですよ。縁談の話が出始めるのは、一般的に十五、六歳の頃でしょう。その頃からずっと『結婚しない』と言っているはずです。そのせいで、エルバスティ伯爵が困っていたというのは有名ですし……」

　もしマリウスの話が本当ならば、彼の忘れられない人は縁談の話が出る前に交流のあった女性ということになる。

　ひっそりと恋仲になるには少し早すぎるのではないか。仮にそうだったとしても、年端も行かぬ頃にうまく大人の目を盗むということが果たしてできるのか――疑問が残る。

　ずっと独身主義なのに大切な人がいたという矛盾。

（大切な人が亡くなったと言えば、同情してもらえると思った……？）

　なかなか首を縦に振らないミルヤに焦れて、彼女が絆ほだされる方法を考えたのだろうか。

（いいえ……そもそも、私と結婚したがること自体がおかしいわ）

　独身主義のマリウスが、嘘をついてまでミルヤと結婚したい理由は何だろう？

　ミルヤが考えていると、アロルドが再び口を開く。

「先日のパーティでの彼の行動にも違和感がありました。貴女のドレスが濡れてしまったとき、少々強引に貴女を連れ出し、人払いまでして二人きりになって……」

「それは、私が――」

　そこまで言いかけて、ミルヤはハッとする。

（私が前世人だと知ったから……？）

　嫌な予感に硬直する彼女に対し、アロルドは小さく頷いた。

「ええ。貴女の事情を考えれば当然のことでしょう。彼は守護魔法団の一員ですから。でも、それは僕も同じです。僕が貴女をエスコートしていたことは彼も知っていたはずです。わざわざご自分がそうする理由は何ですか？」

　それは、ミルヤも少し引っかかっていたことだ。あのときは些末なことだと深く考えなかったが、他人に指摘されるとそれがとても重要なことに思えてしまう。

「そ、それは……アロルド様は、あの夜はパーティのゲストで……マリウス様は任務中だったから……」

　任務外での出来事にアロルドを巻き込まないようにという、マリウスの気遣いに違いない。

　だが、あの日自分が納得した理由を口にしても、背を伝う冷たい汗は止まらなかった。

　成人して、ようやく人前に出てきた公爵家の令嬢。

　世間知らずのミルヤを落とすための運命的な出会いは、演出できるものかもしれない。

　危機を救ってもらったことで、彼への警戒が薄れ、ミルヤは「煌びやかな世界に憧れていた」と言った。

　マリウスはその願いを叶えると言い、初めてのパーティで紳士的にエスコートした後、縁談まで持ち掛けた。

（まるで、おとぎ話のようなあらすじ……）

　父の警戒は、自分が守護魔法団員だとわかれば緩む。パーティでミルヤを助ければなおさらだ。

　ミルヤがメイドにぶつかったのが偶然だったとしても、最初からミルヤを狙っていたのならば、マリウスがその好機を逃すはずがない。

（あのとき、目が合ったのは……私を捜していたから？）

　マリウスが自分を見ていたのは、恋愛対象としてではなく、前世人としてだったら……

　夫婦になれば――ハルヴォニ公爵家の信頼を得れば、動きやすくなる。ミルヤを誘拐して騒がれるよりも、懐に入り込むほうが都合がいいと考えたのかもしれない。

　一度疑念を抱くと、想像がどんどん悪い方向へ転がっていく。

「アロルド様は……マリウス様を疑っていらっしゃるのですか？」

　アロルドはミルヤの問いにわずかに俯いた。

「……すみません、貴女を困らせるつもりでは……あくまでも、可能性の話です。誰がお相手でも、気をつけるに越したことはありませんから」

　アロルドはミルヤの境遇を考えると、今の状況が手放しでは喜べない事態かもしれないと危惧している。

　どんなときも慎重なのは、守護魔法団の一員として、当然の危機管理能力が働いてのことだろう。

「怖がらせてしまったなら、謝ります。申し訳ありません。こんな告げ口のようなこと……嫉妬だと言われても仕方ありません。ただ、貴女が心配なのは本当です。貴女には数多の良いお話が持ち上がったはずですから……どうか周囲にはお気をつけて。もし何か気がかりなことがあったら――」

「ミルヤ様！」

　そこで、後ろから腰を引き寄せられた。

　ミルヤの身体をしっかりと抱える大きな手は……マリウスのもの。

　マリウスはミルヤを背に隠すように前に立つ。その表情はわからないけれど、アロルドが苦笑しているのは見えた。

「申し訳ありません。お一人でいらっしゃるミルヤ様が心配で、ほんのひととき騎士ナイトの真似事をしておりました」

「そう……ですか。それは、ありがとうございます」

「はい。ミルヤ様、またお会いできることを楽しみにしています。僕でよければ、いつでも力になりますよ」

　マリウスとの短いやりとりの後、アロルドは丁寧に腰を折って人々の輪に紛れていった。

「マリウス様？」

「たとえ短い間でも、貴女を一人にさせるべきではありませんでした」

　マリウスの声はどこか硬くて、差し出されたグラスを受け取りながらミルヤは彼の表情をうかがう。

　彼はミルヤと目を合わせようとはせず、グラスの水を呷る。

　なんだかピリピリした雰囲気を纏っているような気がして、ミルヤは話しかけることができなかった。






　それからパーティが終わるまでの時間は、とても長く感じられた。

　マリウスは踊る前よりもさらに無口になり、ミルヤも話しかけることができなかったからだ。

　先ほどマリウスが言いかけたことを聞く機会も逃してしまった。

　バルコニーに近い場所で、二人は近くもなく遠くもない微妙な距離を保ちながら外を眺める。

　真っ暗な中に浮かぶ庭の灯りを見ていると、アロルドとのやりとりが思い出され、胸の奥が視界と同じように暗くなっていくような錯覚に陥って苦しかった。

（マリウス様の大切な人……一体、誰？）

　先日は疑問に思わなかったが、指摘されると確かにアロルドの言う通りだ。

　まだ若いマリウスに、過去に恋人がいたというのは考えにくい。

　だとしたら、恋人ではなく、やはり関わった任務で救えなかった命のことだろうか。

　だが、それだと「結婚しない」という彼の発言と矛盾する。

（でも、それは私が大切な人に似ているからじゃなかったの？）

　そして振り出しに戻ってしまう思考。

　どこかで違う可能性を考えようとするのに、どうしてもアロルドの言うことが頭から離れない。

『どうか周囲にはお気をつけて』という言葉が繰り返し頭の中に響く。

（でも、そんなの……疑い始めたらキリがないじゃない）

　アロルドはミルヤには他にも縁談があったはずだと言った。

　父フィリップが何の考えもなしにマリウスを選ぶはずがない。婚約者候補がたくさんいたのなら、両親は必ずすべての人間を調べるはずだ。

　そうして選ばれたマリウス。時間は短いが、ミルヤは彼と過ごしてきて危険を感じたことは一度もない。

　それどころか、彼に惹かれているくらいなのだ。

　ミルヤはマリウスを疑いたくない。だが、この短期間で自分が彼のことをどれくらい理解しているのかと自問すると……彼を信用するには早すぎるのではないかとも思える。

「ミルヤ様、そろそろ参りましょうか」

「あっ、はい」

　そんなふうに悩んでいたら、いつのまにか迎えの時間がやってきたようだ。

　マリウスに声をかけられてハッとし、ミルヤは彼のエスコートでパーティ会場を後にする。

　馬車が走り出すと、再び沈黙が重くのしかかった。

　ミルヤがチラリと視線を上げると、マリウスと目が合う。彼はずっとミルヤを見ていたようだった。

「――っ」

　真剣な眼差しに射抜かれて、一瞬息が止まったように感じた。

　そうして、マリウスが静かに口火を切る。

「アロルド殿と、何をお話しされていたのですか？」

「そ、れは……」

　膝の上で手に滲む汗を握りこむ。

　すると、カタンと音がしてミルヤの身体に影が落ちた。

「マ、マリウス様」

　ふわりと拳を包み込む大きな手――マリウスがミルヤの隣に座り直し、距離を縮めたのだ。

「あれから、貴女はずっと考え込んでいますね。アロルド殿のことを……想われている、とか……？」

「そんなんじゃ――ッ」

　慌てて否定する。だが、顔を上げたら思いのほかマリウスの顔が近くて、思わず顔を背けてしまった。

　すると背中から手が回って、ぎゅっと抱きしめられる。

　あまりに突然のことで、声が出なくなった。

　代わりに心臓が早鐘を打つ。まるで耳元で脈打っているかのようにうるさくて、身体が熱い。

「では、何を考えていらっしゃいますか？」

　マリウスが喋ると耳元に息がかかり、ビクッと肩が跳ねる。

　手や目元に触れられたことはあったが、マリウスはいつも紳士的で、ミルヤが恥ずかしがるとすぐに離してくれた。

　こんなふうに、強く抱きしめられたのは初めてだ。

　しかも、アロルドとの会話を気にして、怒っているような態度――

（これじゃあ、まるで……）

　ミルヤは頭に浮かんだ言葉から逃れるように、手を窓につける。だが、それを追いかけるようにマリウスの手が重なって、指を絡められた。

「嫉妬……しているんですよ」

「マ、リウス、様……」

　胸がぎゅっと締めつけられて、苦しい。

「おかしいですよね。正式に貴女からの返事をもらったわけでもないのに、私は貴女の婚約者気取りなんです」

　こんなに切なそうな声が嘘だとは思えない。

　力強くミルヤを抱きしめる腕の温もりも。

　ミルヤは……マリウスの気持ちを信じたいと思っているのだ。

「貴女を守ると言ったのに、一人にさせた自分が情けない。その隙に、他の男性に奪われそうになって焦ったなんて……余裕がなくて、呆れられても仕方ありません」

「アロルド様は――」

「他の男の名を、呼ばないでください」

　その瞬間、マリウスの手に力が籠もった。まるで、彼女を譲ることはないと伝えるかのようにしっかりと握られる。

「で、でも――」

「お願いします」

　アロルドはただ、前世人であるミルヤを心配してくれただけだ。そう伝えたいのに、マリウスは許してくれない。

「貴女を失うかもしれないと思ったら、おかしくなりそうなんです。こんな思いは、二度としたくないのに……」

　また……マリウスは大袈裟な言い方をする。だが、それが本当に切羽詰まったような声で、決して冗談や嘘には思えなかった。

（どうして、そこまで私を……？）

　ミルヤが前世人だから欲しいというのなら、こんなにもつらそうにするだろうか。ほんの少し他の男性と話したからと……嫉妬するだろうか。

「マリ、ウス、様？」

　彼がどんな表情をしているのか気になって、ミルヤはゆっくりと振り返る。

　マリウスの綺麗な瞳が、馬車の中の淡い照明で光って見えた。

　真っすぐ自分を見つめるマリウスが、前世人の自分を利用しようとしているようには思えなかった。

（それなら、やっぱり私は……大切な人の代わり……？）

　若い彼にこんなにも恋い焦がれる人がいる経緯はわからない。だが、前世人としてのミルヤを求めているのではないのなら、やはり考えられるのはそれしかなかった。

　マリウスの瞳に映るミルヤは、彼が自分の中に失った彼女を見ていると感じて、傷ついた表情をしている。

「私との人生を考えてくださっているとおっしゃったこと……本当ですか？」

　少しでも動いたら、唇が触れてしまいそうな距離。
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　ミルヤはかすかに身体を震わせた。

　それを慰めるかのように、マリウスがミルヤの頬に片手を添える。指の背で肌を撫で、顎へ伝う指先の熱……握られたままの手も熱い。

「貴女は……私に好意を寄せてくださっていると、思っていました。少なくとも、この世界で結婚してもいいと思えるくらいには……」

「それは……」

「違うというのなら、振り払ってください」

　ゆっくりと彼の呼吸が近づいてくる。

　マリウスのことを信じたい。ミルヤはマリウスが自分と亡くした大切な人を重ねているだけだと思いたいのだ。たとえ身代わりだとしても、こんなふうに強くミルヤを求める彼を振り払いたくない。

（だって、私は……）

　もうずっとマリウスのことを考えている。

　彼に惹かれる自分を戒めようとしてもうまくいかない。彼に触れられてときめき、彼をもっと知りたいと思う。

　知ったら……過去が気になって、もっと知りたくなる。

　彼がミルヤを求める理由を探りたくて、しかし、真実を知るのが怖くて……その真実がミルヤを傷つけることになるかもしれないという不安を否定したい。

　それほどマリウスに囚われている。

　彼を好きになってしまったのだ。

「ミルヤ」

「あ……」

　唇が重なる瞬間に名を呼ばれ、ミルヤは自然と目を閉じた。

　柔らかくて温かい感触はすぐに離れたが、身体は密着したまま……瞼を上げると、切なそうなマリウスの表情が視界に映る。

「マリウス様……」

　ミルヤは彼の頬に手を添えた。すると、マリウスはハッと熱い息を零し、再び唇を近づける。

　重なる唇は先ほどよりも長く押しつけられ、さらに彼の舌先がミルヤの唇を舐めた。

「っ、ま――」

　驚いて声を上げた隙をつき、マリウスが口内へ舌を潜り込ませた。

　ミルヤは驚いて身体を引こうとしたけれど、彼にしっかり腰を抱かれていて離れられない。

「んんっ！」

　困惑するミルヤにマリウスが気づかないわけがないのに、彼は深い交わりを求めるのを止めない。

　逃げる舌を追う動き、余裕のない呼吸、そして強くミルヤを抱きしめる腕……

　ミルヤはマリウスの胸を叩き、強く抵抗した。

「マリウス様っ、待って……！」

「待てません」

　なんとか唇を離すものの、マリウスは焦燥を隠そうともせず語気を強める。

「言ったでしょう。おかしくなりそうだと」

「で、でも、こんな……」

　マリウスはいつも優しかった。ミルヤが男性との触れ合いに慣れていないことも知っていて、気遣ってくれていた。

　それなのに、突然強引にするなど……

「こんなふうに自分の気持ちを押しつけるのは間違っている。そんなことはわかっています。でも……それなら、どうすればいいのですか？　どうやって貴女に想いを伝えたらいいのかと迷っているうちに、私はまた貴女を失うのですか？　そんなことは耐えられない」

　マリウスは振り絞るように言うと、ミルヤの身体を引き寄せる。苦しいほどに強く彼女を抱きしめる腕から伝わる熱で、ミルヤは動けなくなった。

「自分の気持ちに正直に生きたいのです。私は貴女のことをお慕いしています。そして、貴女は私を振り払いませんでした。もう……待てない」

　彼の情熱的な告白で、ミルヤの思考はぐずぐずに溶けていく。

　マリウスが〝前世人〟としてのミルヤを欲しがっているのかもしれないという憂いが頭の隅に追いやられる。

　ミルヤは彼の大切な人の代わりかもしれない……という思いも、マリウスの余裕のない様子を目の当たりにしたら、大したことではないと思えてしまう。

（それで、私を求めてくれるのなら……）

　ミルヤはマリウスの身体に腕を回し、ぎゅっと抱きしめ返した。

　言葉はない。けれど、マリウスを受け入れようとするミルヤの意志は伝わったようだった。

「んっ、ふ……」

　マリウスがミルヤの腰を引き寄せて、彼女の後頭部を掻き抱き、キスを深める。

　ミルヤも大きな背に手を回し、それに応えた。

　ぬるりと入り込んだ舌は、じっくりと彼女の口腔を味わうかのように蠢く。

　ミルヤの身体は、マリウスから与えられる熱を素直に受け入れて、じんわりと火照っていった。

「ッ、ん……は……」

　歯列をなぞられて、ぞくぞくとした感覚が背を伝う。

　上顎を舐められたり、舌を擦り合わせたりするうちに、くちゅりと唾液が絡まった。

　わずかに唇が離れる瞬間に空気を取り入れるけれど、濃厚な深い口づけは確実にミルヤの呼吸を奪っていく。

「はぁ……っ、あ……んんっ」

「息……止めないで」

　苦しそうなミルヤを気遣うように、マリウスは唇を解放し、頬にちゅっと軽くキスを落とす。さらに目尻や鼻、顎、唇の端……と啄むような口づけをした後、再び唇を塞いだ。

　先ほどよりも大胆に口腔を蹂躙する舌。ちゅっと舌を吸い上げられると、身体の奥が疼き、ミルヤは彼のシャツを握りしめた。

　彼の舌の動きに応えようと自ら舌を差し出すミルヤを褒めるように、マリウスの大きな手が頭をそっと撫でる。

　やがてその手がうなじへ下りて、熱い指先が耳元へ伝った。

「ん……」

　マリウスの指はそのまま頬のラインを顎へ向かってなぞり、首筋へ。そして、鎖骨に辿り着くと、今度は唇が指先の軌跡を辿っていく。

　濡れた唇の感触がくすぐったい。

　マリウスはダイヤのネックレスを避けつつ、肌を啄む。

「あ――っ」

　その唇が胸元の柔肌に吸いつくと、ミルヤの口から今までより甘い声が漏れた。

　自分の声なのに、聞き慣れない声音――彼女は恥ずかしくなって、思わずマリウスの肩を押し返す。

　彼はミルヤの表情をうかがうようにゆっくりと顔を上げた。

　その仕草が煽情的で色っぽく、ミルヤの頬がかぁっと熱くなる。

「マ、マリウス様……こんな、ところで……」

　すると、マリウスは彼女の身体を抱きしめた。

　逞しい胸板に当たる頬には、彼の鼓動の速さが伝わってくる。

「こんなところでなければ……この先も……受け入れてくださるのですか？」

「あっ、そ、そういう意味じゃ――」

「貴女を帰したくありません」

「――っ、マリウス様」

　縁談をすぐに断らなかったのは、マリウスのことを知りたかったから。

　パーティに一緒に来たのは、彼と踊りたかったから。

　普通の恋がしたい。

　何も恐れることなく、自分の心だけに正直になれば……

（このまま、一緒にいたい）

　ミルヤは自分の気持ちに疑問を投げかけようとする理性から目を背けたくて、自らマリウスに口づけた。

　腕に力を込めて、彼にしがみつく。

　ミルヤはマリウスを求めている。彼が与えてくれる熱をもっと感じたい。

　再び深く唇を重ねながら、二人は熱を分かち合う。

　ハルヴォニ家の屋敷に着いても馬車の中から出てこない二人に、御者は再び馬を走らせた。

　エルバスティ家への到着を告げられて初めて、マリウスはミルヤを解放し、何かに急かされるように手を引く。

　二人はそのまま寝室へ向かった。部屋に入るやいなや、マリウスはミルヤを抱き上げる。

　そうしてベッドに彼女を横たえると、彼女の上に覆いかぶさった。

「ミルヤ様……」

　熱に浮かされたような声。

　マリウスは余裕なさげにミルヤの唇を奪う。

「んんっ、は……ぁ、ン」

　貪るような口づけ――同時に、大きな手がミルヤの身体を弄った。

　深く求められながら、背中に回った手がドレスの留め具を外すのを感じる。

　緩んだ胸元の布は、コルセットと共にやや荒々しい手つきでずらされた。

「あ――」

　ふるりと零れ落ちた膨らみに、マリウスの視線が落ちる。

　彼の喉が上下し、するりと手が膨らみを包み込んだ。今度は優しい手つきで揉まれ、くすぐったいような感覚が背筋を伝う。

　そんなもどかしさと羞恥に身を捩ると、マリウスの指先が胸の先端を掠めた。

「あっ」

　人差し指で引っ掻くように擦られ、頂が尖っていくのがわかる。

　それに興奮した様子のマリウスは、その蕾を口に含んだ。片方の先端を摘まんでぐりぐりと刺激しつつ、もう片方は舌で弄ぶ。

　唾液をたっぷり絡ませ、ざらついた舌で撫でられると腹の奥が疼いた。

「は……ん……あぁ、あ……」

　歯を立てられると痺れにも似た感覚が全身へ広がっていく。

　そこでさらに強く吸いつかれ、ミルヤは背をしならせて喘いだ。

「んぁ――」

　胸に触れられているだけなのに、こんなに感じてしまう自分が怖くて、ミルヤは涙目になりながらマリウスへ視線を向ける。

　彼はそれに気づき、そっとミルヤの頬に手を伸ばした。

　優しく肌を撫でる手とは対照的な、野性を感じさせるマリウスの瞳。ミルヤはぞくりとして唇を震わせる。

　こんなにもミルヤを求めてくれる人が、嘘をついているわけがない。

　けれど……

「やっと……貴女を、抱きしめられる……」

　上ずった声でそう紡いだ後、マリウスは再び唇を求めてきた。

　ミルヤはそれを受け入れつつも、急に現実に引き戻されたような感覚になる。

（やっと……）

　その言葉が引っかかったせいだ。

　二人が出会ってからはまだ日が浅い。だが、マリウスの言い方だと長い時を過ごしたかのように聞こえたから。

　おそらく、普通ならば気にも留めなかっただろう。

『貴女の境遇を考えると、慎重になるべきなのでは――』

　アロルドの言葉が頭に響く。

（まるで、ずっと捜していたみたいな……）

　マリウスを信じたいのに……

　ほんの少しの嫌な予感は、心を蝕むには十分な不安だった。火照っていた身体がスッと冷めていく。

　目尻から零れ落ちた涙は一雫なのに、冷たくて悲しくて、どうしようもないくらい……痛い。

「ミルヤ、様……？」

　様子がおかしいことに気づいたマリウスが身体を起こす。

　ミルヤは慌てて目元を腕で隠した。

　そんなミルヤの身体を抱き起こし、マリウスは優しく腕を除けて目尻にキスを落とす。

「……すみません。性急、すぎました」

「違――」

「いいんです。無理はしてほしくありません」

　マリウスはまだ着たままだったジャケットを脱ぎ、ミルヤの肩にかける。

「使用人を呼びますから、湯浴みをなさってください。その間に客室の用意を。もう遅いので、明日の朝屋敷までお送りします」

「あ……！」

　マリウスはミルヤを振り返ることなく、部屋を出ていってしまった。

　すぐにやってきた侍女に手伝ってもらい、ミルヤは寝支度を整える。

　だが、客室へ案内され、ベッドに入っても眠気はなかなかやってこなかった。

　やっと――貴女を見つけた。

　はっきりとそう言われたわけではないのに、アロルドの心配が不安となってミルヤを支配する。

　前世人としてのミルヤを手に入れた――ミルヤは嫌な予想を否定するように、首を横に振った。

（違うわ。私は、マリウス様の大切な人の代わりなんだから……）

　それでもいいと思ったから、ここまで来たのではないか。今さら拒絶するなど身勝手すぎる。

（でも、「やっと」って……どうして、そんな言い方をするの？　これじゃあ、代わりではなくて本当に私自身を求めているみたいに……）

　どうしても同じ場所に戻ってきてしまう思考が、ミルヤを惑わせる。

　うまく行きすぎている結婚話。

　前世人を作り出す闇魔法と異世界の知識を狙う組織。

　もし……マリウスがその一員で、行方知れずの前世人を捜していたとしたら……？

（そんな小説みたいな話……）

　あるわけがない。

　そう思いたいけれど、ミルヤは現実にこうして転生という奇跡を体現している。

　マリウスの求婚が本気なら、それこそおとぎ話のような都合のいい出来事ではないか。

　それなら、恋した人が悪の組織の一員であったという話もあり得る。

（一体、何を信じればいいの？）

　ミルヤは滲む涙を枕に顔を押しつける。

　どちらにしろ、自分はマリウスを信じ切れていないのだ。

　こんなふうに感情がぐちゃぐちゃな状態では、結婚できない。

　どうにかして真実に辿り着かなければ――

















第三章　真実と宿命












　翌朝。

　ミルヤが重い瞼を開けると、カーテン越しに陽光が差し込んでいて、自分がいつのまにか寝てしまっていたことに気づく。

　いろいろと考えて明け方まで寝つけなかったのだが、数時間ほどは眠れたようだ。

　ミルヤはベッドサイドにある紐を引き、使用人を呼んだ。

　すぐにやってきた彼女は、昨夜と同じ人物。おそらく、マリウスの言いつけなのだろう。ミルヤも他人に痣を見られたくないので安心する。

　そうして彼女に身支度を手伝ってもらった後、マリウスの私室へ向かった。

　彼と一緒にエルバスティ伯爵夫妻にも挨拶をしなければならない。

　仮でも婚約者でありながら、突然屋敷に泊まるとは無礼なことをしてしまったものだ。

「ミルヤ様、私は先にお食事のご用意をしてお待ちしております。マリウス様とご一緒にダイニングへいらしてください」

「わかったわ。ありがとう」

　エルバスティ家の使用人は、最低限度の人数しかいないらしかった。

　マリウスの父と兄も守護魔法団の一員であるとなると、あまり多くの人を屋敷に入れたくないのかもしれない。信頼できる少数精鋭で回しており、年かさの人物が多いのを見ても、皆長く仕えているようだ。

　伯爵家には娘がいないため、女性の身の回りの世話をする使用人は常駐していない。給仕係の侍女しか役目を果たせそうな者がおらず、彼女は忙しいのに抜けてきてくれたらしい。

　伯爵家であれば、もっと贅沢はできそうなものだが……そういう自立を促す厳しい環境が、マリウスの大人びた雰囲気の要因だろうか。

　ミルヤは侍女に礼を言い、マリウスの部屋の扉に向かう。

　ひとつ深呼吸をしてノックをすると、木材の小気味よい音が響いた。

「マリウス様、ミルヤです。おはようございます」

　やや緊張気味に声を出す。

　返事を待つ間が一番落ち着かない。意味もなく扉に浮かぶ年輪の数を数えながら、ミルヤはそわそわと踵を浮かせたりつけたりする。

　だが、中からは一向に反応がなく、ミルヤはもう一度深く息を吸って扉を叩いた。

「マリウス様？　いらっしゃいますか？」

　すでに部屋を出たのなら侍女が教えてくれるはずだが……

　もしかしたら、まだ眠っているのかもしれない。

　ミルヤは階段のほうへ視線をやった。

　自分一人でダイニングへ行くのは、さすがに気が引ける。朝食の時間になれば、使用人は彼を起こしにくるだろう。

　もしかしたら、しっかりした厚い扉越しでは目覚まし効果が薄いのかもしれない。

　悩んだのはほんの少し。ミルヤは軽く扉を開けて、隙間から再び呼びかけた。

「マリウス様、起きてください。ミルヤです」

　それなりに大きな声を出したと思うのだが、やはり彼の返事はない。

　ミルヤは疑問に思って扉の隙間から部屋を覗き込んだ。

　マリウスの部屋は大きく二つに分かれている。この扉の向こうがリビングルームで、奥が寝室だ。

「マリウス様？」

　もう一度声をかけつつ視線を動かすと、ソファに人影が見えた。

　てっきり寝室で寝ているものだと思ったのだが……

（もしかして、ソファで眠って……？）

　寒くはない時期だが、さすがにソファで寝てしまっては身体に障る。

　いつからそこにいるのかはわからないけれど、こんなに呼びかけても起きないなんて体調が悪いのではないだろうか。

　ミルヤは心配になって、思わず部屋に足を踏み入れた。

　早足にソファに近づく。

「マリ――」

　だが、彼の寝顔を見て慌てて口を手で押さえた。

　髪の毛は乱れているが、寝顔は穏やかで苦しそうな様子はない。顔色も悪くはなさそうだし、汗もかいていないので、ただ寝落ちしてしまっただけのようだ。

　絨毯にだらりと垂れた手だけを見たら、ちょっと不穏な雰囲気だけれど……

（マリウス様も眠れなかったのかしら）

　それもそうだ。

　あんな出来事があった直後に、ぐっすり眠れるほうが珍しいだろう。

　ミルヤは苦笑して、彼の手から落ちた本を拾う。

　閉じた本を膝に置き、改めてマリウスを見つめた。

　自然と、無防備に薄く開いた唇に目が行く。昨夜、激しくミルヤを求め、肌を熱くさせられた――惹きつけられるように、手を伸ばす。

「……まえ……ぞの……」

「――っ」

　ところが、彼女の指が触れる直前、彼の唇がわずかに動いた。

　そこから発せられた音に、ミルヤは目を見開く。

　今、マリウスは何と言った……？

　ミルヤは震える手をなんとか自分に引き寄せ、右手の甲を左手で押さえた。

　心臓がおかしいくらい脈打って、苦しい。

（前園って……私……？）

　そんなはずない。「前園」などという異世界の名前を、音を、マリウスが知っているのはおかしいではないか。ミルヤが認識できるのは前世の記憶があるからなのだ。

　それ以外に理由があるとすれば……

（マリウス様は、私の前世が前園瑠美だと知っている）

　そして、瑠美を――彼女の生まれ変わりであるミルヤを捜していたとしたら。

『大丈夫……ですか？』

　アロルドの言葉が思い出される。

　このままマリウスと結婚しても大丈夫なのか、と心配していた。

　嫌な予感が身体中を駆け巡るかのように、鳥肌が立つ。

（違う……マリウス様はリストを押収したって言っていたわ）

　前世人のリストがあるのだと、マリウスは最初に教えてくれた。ならば、彼が瑠美の名前を知っていてもおかしくはない。

（でも、どうして私を……）

　ミルヤの痣の位置は、リストとは一致していないはずだ。

　自分の死後のことはよくわからないが、事故死したのなら瑠美の死因は頭を強く打ったからか内臓破裂か……可能性は絞られる。

　つまり、痣の場所は頭か腹の辺りでないと辻褄が合わない。

　ミルヤが瑠美だと特定できるだろうか。

　それに、リストには異世界の名前が並んでいるはずで、聞き慣れない音の名前は覚えづらいだろう。夢に見るほど記憶に残るものとも思えない。

　万が一、ミルヤが前園瑠美の生まれ変わりだと気づいたとして、彼女を捜す理由は何なのか。結婚を申し込む理由は……

（前世の知識？　文化？　転生を遂げた人物の研究……？）

　ミルヤはハッと短く息を吐き出して、ふらふらと立ち上がった。

　頭が混乱していて、しっかりとした答えを導き出せそうにない。

　マリウスが守護魔法団に潜んだスパイなのではないかいう疑念と、彼を信じたい気持ちが天秤を揺らす。

　だが、マリウスを信用しようとすると、アロルドの心配そうな表情が浮かんでかえって疑心暗鬼に傾く思考を止められない。

　ミルヤはマリウスの本をローテーブルに置き、おぼつかない足取りで逃げるように部屋を出た。






　――その後のことはよく覚えていない。

　エルバスティ伯爵夫妻に挨拶と謝罪をし、マリウスは疲れているようだからまだ眠らせてあげてほしいというようなことを言ったと思う。

　そして、朝食を辞して馬車を出してもらった。

　気がついたらハルヴォニ家の屋敷に戻ってきていて、両親に出迎えられた。

「ミルヤ！　一体どういうことだ？　突然無断でお前を自宅へ連れていくなどと、マリウス殿は何を考えておる？」

　慌てた様子でミルヤに駆け寄る父フィリップを、母が必死に宥めている。

「フィリップ様、無断ではありませんわ。きちんと御者が言付けに来たでしょう」

「そんな事後報告は無断と同じではないか」

　フィリップは鼻を膨らませて怒っている。

　だが、ミルヤには弁解する余裕などない。

「ごめんなさい。いろいろなことがあったの。説明は後でしますから」

　心配そうな両親の対応もそこそこに、ミルヤは自分の部屋へ駆け上がった。

　部屋の扉を閉めた途端、緊張の糸がぷつりと切れて、床に座り込む。

（落ち着いて、考えなきゃ）

　マリウスの口から前世の自分の名前が出たことがあまりに衝撃的で、逃げ帰ってきてしまったが、それで何かが解決するわけではない。

　ミルヤは心を落ち着けるように、何度も深呼吸を繰り返した。

　彼女が次に取るべき行動は何だろう。

　マリウスに直接聞くのが一番早いのかもしれないが、万が一を考えると彼に会うのは怖い。

（お父様に相談……）

　いや、そんなことをしたらフィリップがこの結婚話を破談にするのが目に見えている。

　まだ黒と決まったわけではないのだ。マリウスとの縁を切ることはしたくない。

『もし何か気がかりなことがあったら――』

　そこで思い浮かんだのは、アロルドの顔だった。

　彼なら、守護魔法団員として適切な助言をくれるのではないか。マリウスのことも調べてくれるかもしれない。それがマリウスの潔白を証明することになるか、裏の姿を暴くことになるかはわからないけれど……

　ミルヤは拳を握りしめて、立ち上がった。

　身支度はエルバスティ家で済ませてきている。

（屋敷に籠もっていては、人生は変わらないわ）

　閉じ込められているかのような隠遁生活には、自由がないと不満だった。けれど、ミルヤは自分で外に出る努力もしなかった。パーティに参加してから、ミルヤの人生は動き始めている。

　屋敷に引きこもってあれこれ考えるよりも、行動しなければ……

　また隠遁生活に逆戻りでは意味がない。

　ミルヤはチェストの引き出しから手袋を取り出し身につけると、部屋を出て両親のもとへ向かった。

「お父様、お母様」

「ミルヤ！　大丈夫か？　体調は？　顔色が悪いぞ」

　帰ってきたときの娘の様子がおかしかったことを心配していたのだろう。

　両親は神妙な面持ちでリビングのソファに座っていた。

「心配かけて申し訳ありません。大丈夫です。でも、その……黙って外泊して、ごめんなさい」

「まったくだ。いくら婚約者だからと――」

　先ほどと同じように不満を漏らす父のシャツの袖を、隣に座っていた母が引っ張る。

「フィリップ様、少し落ち着いてくださいな。ミルヤ、そのことなら気にしなくていいわ。マリウス様は貴女の婚約者ですし、彼から連絡も受けましたから」

　ミルヤはそれを聞いて、胸を撫でおろした。

　やっぱり、マリウスは真面目で紳士的な人だ。昨夜は二人、情欲に流されそうになってしまったけれど……彼はミルヤを勝手な都合で振り回したりしない。

「あの、それで……今日、守護魔法団の庁舎に行きたいのですが、お許しをいただけますか？」

「そんなこと、ダメに決まっているだろう！」

　案の定、娘が外出するのを異常に恐れている父が青ざめて叫ぶ。彼女が外泊したことにもいい顔をしなかったのだから当然だろう。

　一方で、そんな彼の向かいに座っていたカトリーナが顔を顰めて大袈裟な動作で耳を塞いだ。

「フィリップ様、そんなに大きな声を出さないでください。ミルヤ、どうして守護魔法団へ行きたいの？　理由があるのでしょう？」

「それは……マリウス様に、お会いしたくて……昨夜はご迷惑をおかけしてしまったので、お詫びとお礼も兼ねて、差し入れを……いけませんか？」

　パーティ以外でアロルドに会えそうな場所は、そこしかない。だが、正直にそう言うことはできず、ミルヤは咄嗟に思いついた言い訳を口にした。

　すると、カトリーナが目を輝かせて両手を胸の前で叩く。フィリップはぎょっとして妻を見た。

「まぁ、それはいい考えだわ」

「カ、カトリーナ！　お前、何を言って――」

「いいではありませんか。ミルヤはもう外の世界に出たのですから、そんなに目くじらを立てることはないでしょう。行き先が守護魔法団ならば、安心です」

　カトリーナはミルヤがようやく縁談に前向きになったのだと勘違いしているようだ。

　この機会を逃すわけにはいかない。

「お父様、お願いします」

「フィリップ様」

　娘と妻に見つめられ、フィリップはぐぅっと唸る。そして苦虫を噛み潰したような顔になったものの、小さく「わかった」と首を縦に振った。

「だが……！　馬車は私が手配しよう。護衛を頼むから、少し待ちなさい」

「はい。ありがとうございます」

　ミルヤも護衛なしで出かけようとは思っていなかったので助かる。

　フィリップが使用人を呼んで指示する傍ら、カトリーナは差し入れを準備させると言ってキッチンへ向かってしまった。それはミルヤがやるべきことのように思えたが、口出しはしないことにする。

　せっかく外出許可が出たのだ。このまま大人しく二人に従うのがいいだろう。

　ミルヤはホッと息を吐いてソファに座る。緊張で手に滲む汗を、手袋越しに握りしめた。
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　リビングで待っていた時間は長かったはずなのだが、ずっとマリウスのことを考えていたミルヤには短く感じられた。

　やがて迎えがきた知らせを受け、ミルヤは外へ出る。

　その馬車から降りてきた人物を見て、彼女は目を丸くした。

「アロルド様……！」

「ミルヤ様、こんにちは。本日、貴女の護衛役を務めさせていただくことになりました。アロルド・フォッセルです」

　恭しくお辞儀をするのは、ミルヤが会いたいと願っていた人。

　彼女は彼に手伝ってもらい、馬車に乗り込んだ。

　箱の扉が閉まってからも驚きが過ぎ去らず、まじまじとアロルドを見てしまう。

「そんなに驚かれなくても……」

「あっ、ご、ごめんなさい。でも、アロルド様にお会いしたいと思っていたので、びっくりして……こんな偶然、あるんですね」

　苦笑するアロルドに、ハッとして謝罪する。

「僕に？　マリウス様に会いにいかれるのでは……？」

　自分の聞いていた任務と違うことを言う依頼主に、アロルドは不思議そうな顔を向けた。

　今度はミルヤが苦笑する。

「ええ……その……両親にはそのように言ったのですが、本当は違うのです」

「なんだか只事ではなさそうですね」

　ミルヤの態度から何かを察したのか、アロルドが声のトーンを落とした。

「それが……少し……気になること、があって……ご相談を……」

　どのように切り出せばいいのか迷いつつ、途切れ途切れに言葉を絞り出す。

　すると、アロルドはこくりと頷いて先を促した。

　ミルヤは唾を飲み込んでから、口を開く。

「あの……前世人を見分ける方法、は……痣だけ、なのですよね？」

「はい。守護魔法団の調査によると、そう思われます」

　やはり……ミルヤの場合、その場所が死因と一致しないのだから、普通よりも困難だろう。

「では、前世人の前の人生を特定することは難しいですよね？」

「痣だけでは無理ですね。その方の記憶を見ればわかりますが」

「記憶を見る……とは？」

　浮上した一つの可能性に、ミルヤはさらに疑問をぶつける。

　もしも、気づかないうちにミルヤの頭の中が覗かれていたとしたら、マリウスが彼女の前世を知っていることも説明がつく。

「言葉通りの意味です。魔法で記憶を……何と言えばいいのか……取り出す、という言い方が一番近いでしょうか。もちろん、そんなに簡単な魔法ではありません。記憶の持ち主にもかなりの苦痛が伴うようです」

　だが、アロルドの答えはミルヤの期待とは違うものだった。

　よく考えれば、他人の心を覗くような行為が何の代償もなく許されるわけがない。魔法というと、完璧で便利なものという固定観念があって、ミルヤは軽く考えていた。

　マリウスと一緒にいて、痛みを感じたことはほんの一瞬たりともない。ということは、知らないうちに魔法を使われた可能性はなさそうだ。

　そもそも、彼が人を殺めるような非人道的な闇魔法を使うとも思えないのがミルヤの判断を鈍らせているのかもしれないが。

「ミルヤ様？　どうなさったのですか？　そのような質問……マリウス様と何か関係があるのですか？」

　ミルヤは一度口を開きかけて、噤む。

　痣の場所でも記憶を覗くのでもなく、前世人の過去を知ることはほぼ不可能だというのだ。少なくとも、アロルドたち魔法守護団の今までの調査では……

（じゃあ……）

　残る可能性は、闇魔法を操る組織が独自に他の方法を知っているか、本当に偶然か。

　どちらかだとしたら、確率が高いのは……前者ではないだろうか。そんな気がしてならない。

「ミルヤ様？」

「では……マリウス様が私の前世を知っている理由は、何ですか？　他に……何か他に、前世を特定する方法はないのですか？」

　人を疑うことがこんなに悲しいことだとは思わなかった。

　ミルヤはアロルドに懇願の視線を向ける。

「ありますよ」と言ってほしい。守護魔法団員が使える何か特別な魔法があるとか、訓練された団員の勘だとか、何でもいいから。

「なるほど……そういうことですか。やはり……」

　アロルドは口元を手で覆い、考えるような仕草をする。

　ミルヤの必死な問いかけで、二人の間に何があったのかを察したようだ。

　そして顔を上げると、申し訳なさそうな表情になる。

「わかりました。詳しいことは、きちんとした場所でお答えします。さぁ、そろそろ着きますよ」

　アロルドがそう言った後、ややあって馬車が止まった。

　彼が開けてくれた扉の外に見える建物は、高い塀に囲まれていて大きさがよくわからない。

　アロルドに手を貸してもらい、馬車を降りると、彼について建物の入り口をくぐる。

　なんだか少し気温が下がった気がして、ミルヤは両手で身体を抱きしめた。

（ここが……守護魔法団……？）

　どうしてだろう。

　建物がとても無機質に見える。

　情報漏洩を恐れて頑丈に造ってあるからなのか、灰色の建物の色合いが冷たい印象だからなのか。

　建物の中に足を踏み入れても、ミルヤの違和感はなくならない。

（人がいない）

　長い廊下を歩いているのは、ミルヤとアロルドだけだ。

　二人の足音が妙に響いて恐ろしい。

「こちらです。どうぞ」

　廊下にあるたくさんの扉のひとつを開けたアロルドに促され、ミルヤはおそるおそる中へ一歩踏み出した――

　薄暗い部屋は思っていたよりも狭く、なぜか既視感を覚える。

　液体の入った大きなガラス瓶が壁際にいくつも並び、その横の机には山積みの書類らしき紙、簡易ベッドとたくさんの道具が並んだ台がある。

（メスと……ピンセット？　それに、吸引シカン……みたいなものかしら……？）

　道具は前世の記憶を刺激するようなものばかりだ。形状が似ているからそう思うだけで、用途はわからないけれど。

（診察……違う……手術、室……？）

　診察室にあるような机と手術室のような道具。

　液体の入った丸いガラス瓶は、占いの水晶玉を大きくしたようだと思った。

　すると、後ろで扉が閉まる音が響く。

　ミルヤはその音にビクッと肩を揺らしてアロルドを振り返った。

「アロルド、様？」

　後ろ手に扉を閉め、アロルドは肩を揺らす。

　ククッと押し殺した笑い声――ミルヤの背に嫌な汗が伝う。

　つい先ほどまで親身に話を聞いてくれていたはずのアロルドが、まるで別人のように仄暗い笑みを浮かべていた。

「ミルヤ・ハルヴォニ……いいえ、マエゾノ・ルミ。やっと見つけました。行方不明の前世人――僕の失敗作です」

「な、にを、言って――」

　片言で呼ばれた前世の名。

　誰も知らないはずの名前をアロルドまでもが把握している……？

「あまりにも見つからないので、転生できずに死んだのかと思っていましたよ。公爵家の令嬢が社交界に出てこないことは大して珍しいことではないので、あまり気に留めていませんでしたし。痣の場所が狂っていたとは……貴女は……完璧な僕の顔に泥を塗る存在です」

　アロルドは憎しみの籠もった目でミルヤを睨みつけた後、すぐに冷たく笑った。

「まぁ……良い資料になると考えればいいでしょう」

　そうして一歩、ミルヤのほうへ踏み出した。彼女は咄嗟に後ろへと足を引く。

　一歩彼が近づくたびに、一歩後ろへ……やがて、コツンと何かに引っかかってミルヤは倒れ込みそうになった。

「きゃ――っ」

　しかし、身体がものすごい力に引っ張られ、転ぶことは免れる。

　代わりに、身体がゴムのような紐で拘束され、見えない力で壁に押しつけられた。

　アロルドが自分に向かって手をかざしているのを見て、何かの魔法を使われているのだと悟る。

「さて……では、記憶を見せていただきましょう。あとでその身体もじっくり解剖させてくださいね。失敗作でも役に立ってよかったです」

　さらりと恐ろしいことを口にするアロルド。

　彼が前世人を作り出した張本人であろうことは、彼の口ぶりから確実だろう。

　だが、それよりもミルヤが気になっているのは、先ほどから彼が自分を〝失敗作〟と呼ぶことだ。

「失敗作って、どういうことですか？」

「そのままの意味です。貴女は前世人の失敗作……ちょっとした手違いで死んでしまいました。貴女の痣がそんなところにあるなんて、忌々しいですね」

　アロルドはミルヤの右手を指差す。

　ミルヤを失敗作と呼び、蔑みの視線を向ける。彼が闇魔法を使って前世人を作っているのは明らかだ。

　そして、痣が自分の思い通りに浮かんでいないことに怒っている。

「本来、痣は頭か腹に出るようにしています。手っ取り早く死んでもらうには脳か内臓を壊すのがいいですからね。こちらに転生した際も捜しやすい。頭はいわずもがな……腹も〝そういう〟関係になればすぐにわかる。そこまで親しくなればあとはたやすい。記憶を抜けばいいだけです。今まで失敗したことなどなかったというのに……」

　アロルドはゆっくりと彼女に近づき、右手首を掴んだ。

「貴女が完璧だったはずの僕の才能にケチをつけた。ただの人間が……僕の魔法を引き寄せ、痣の位置まで狂わせた！」

　あまりの痛みに声も出せず、ミルヤは苦痛に顔を歪める。

　それを見て、アロルドはやや落ち着きを取り戻したらしい。こらえきれないといった様子で笑い声を漏らした。彼女を恐怖で支配していることが楽しそうだ。

　ミルヤは力の緩んだアロルドの手をなんとか振り払い、彼を睨みつけた。

「何を勝手なことを！　狂っているのは、人殺しの貴方のほうよ！」

　手っ取り早く死んでもらうなど、到底許せる発言ではない。

「罪のない人間の命を奪っているのに、なぜそんな平然としていられるの？　挙げ句の果てに、手違いで殺したなんて……」

「そうですね……それは、申し訳ありません」

　まったく反省の色がない謝罪。まるでわがままを言う幼子をあしらうかのように軽い口調だった。

　憤るミルヤを嘲笑うアロルドに、吐き気がしてくる。

「そんなに怒らないでください。本当に貴女を殺すつもりはなかったんです。僕の本命はミズカミ・アキトという男だったんですよ」

　また……片言で紡がれた懐かしい名前に、ミルヤは目を見開いた。

「イリョウという素晴らしい技術を手に入れるため、手頃な人材を探していたのですが……貴女はあの日、彼の精神に近づきすぎた。彼の心と共鳴したせいで、魔法が貴女に引き寄せられてしまったのでしょう。異世界に魔法を飛ばすのは、大変難しいことなんです」

　ミルヤは――瑠美は、手違いで死んだ。秋人の心と共鳴した？　自分の死に異世界の魔法が介入しているということだけでもショックだったのに、そもそも自分は狙われてもいなかった。死ぬ必要はなかったのだと知り、怒りと悲しみが渦巻く。

　だが、アロルドの言うことが正しければ、瑠美は秋人の代わりに死んだということだ。

　自分は彼の命を守った――そう、希望を見出して冷静になろうとする。

「ですが、ようやく合点がいきました。マリウス・エルバスティが貴女に執着する理由――彼がミズカミ・アキトだからなのでしょうね」

「――!?」

　ミルヤの希望は一瞬で黒くに塗り潰される。

　彼女は震える息を吐き出した。

（マリウス様が、前世人……？　秋人さんも……死んだ……？）

　いや、それよりも……

「マリウス様が……あ、秋人、さん……？」

　ミルヤが呆然と呟くと、アロルドは目を細めてくすっと笑う。

「ええ。素晴らしいですね……前世で近しい人間は、同じ時期に近い場所で生まれる可能性……興味深い。これは今後の前世人作成に利用できそうです」

　彼は〝前世人〟を人間だと思っていない。自分の魔法のための研究材料としか見ていないのが、手に取るようにわかる。

「どうして……魔法が私にかかったのなら、秋人さんは助かるはずじゃ――」

「別に失敗したならもう一度やればいいだけです。そうそう、貴女には感謝をしなければ……一度失敗はしましたが、貴女のおかげで簡単に彼を呼び寄せることができました」

「どういう、意味ですか？」

「貴女が死んだ後、彼は婚約者に裏切られて失意のどん底に落ちたんですよ。貴女が死んだことで彼の精神は輪をかけて弱くなってくれました。そういう人物はすぐに死にたがるから操りやすいんです」

　ひゅっという音がして息が止まった。

　アロルドは愉快そうにミルヤを観察しつつ、饒舌に喋り続ける。

「まぁ、そこまではよかったのですが……生まれる場所や時期までは正確に設定できないんです。マリウス・エルバスティが前世人だというのは把握していましたが、守護魔法団の幹部であるエルバスティ伯爵の息子になってしまった彼を、捕獲して幽閉する隙がありませんでした。あの人たちは権力を振りかざしてやりたい放題ですからね。まぁ、貴女が見つかってよかったです。元々彼の代わりだったのですから、その役目を果たしていただきます」

　異世界の人間とはいえ、人を殺しているというのに、罪悪感の欠片もない。

　ミルヤに至っては、間違って殺したと言っているのだ。その上、本命のマリウスを捕まえられないからミルヤで妥協するとのたまう。

　明らかに狂っている。

　ミルヤは湧き上がる怒りに、アロルドを睨みつけた。

「どうして、そんなひどいことを……」

「世界を支配するためですよ」

　彼は片眉を上げ、あっけらかんと答える。

「僕には人の上に立つ資格がある。そう思いませんか？　こんなに素晴らしい魔法を使えるんですよ。それなのに、誰も見向きもしない。男爵家の息子だからです。身分などという足枷のせいで、僕は正当に評価されない！」

　だんだんと声を荒げたアロルドだったが、そこで怖いくらい爽やかな笑みを浮かべた。そして、穏やかな声に戻り、続ける。

「ならば、力で世界を変えればいい。では、世界を変える力とは何だと思いますか？」

　アロルドは不気味なほど嬉しそうな笑顔のまま、ミルヤに近づいてくる。

　そして人差し指で彼女の顎を持ち上げた。

　その指先からピリピリした空気が伝わるような錯覚に陥る。

　魔法を使われているのではないかと不安になって、また自分が死ぬのではないかと思わされた。

「い、や……」

「ふふ……そうです。命ですよ。命を掌握する力、技術……人は自分の命が誰かに握られていることを感じたとき――屈服するしかないんです」

　ミルヤは恐怖に震えた。

　殺気――この空気は、きっとそう呼ぶべきものだろう。

　前世で事故に遭ったときはこんな恐怖を感じる間もなく息絶えた。だが、今は……怖くてたまらない。逃げたくて仕方ない。

　どうしたら、この状況を打開できるのかを考えている。

　それは、人間の本能。そしてミルヤの考えていることが、まさにアロルドの理想なのだということもわかる。

　自分の身の安全を得るために、どうしたらいいのか――

（このまま、大人しく記憶を覗かせれば……）

　アロルドの言うことを聞いたら、命だけは助かるのではないか……と。

「人間を従わせるためには、逆らえないほどの強大な力を持つ必要があります。異世界を調べている中で、役に立ちそうなものはたくさんありました。兵器はもちろん、イリョウというものはとても良い。貴女が前世で生きていた世界では、人々は病や怪我を治してもらえるのが当たり前だと思っていましたが……そんな生温いことをするから人々が調子に乗るのです。トスガルト王国に取り入れた暁には、すべて僕が管理する」

　アロルドに逆らえば武力により痛めつけられて、回復するための医療は提供されない。もしくは、交渉材料にされる。

「そんな世界……続かないわ」

「そうですか？　しかし、貴女はまた死ぬことを恐れている。僕の言うことを聞くのが賢明な判断だと……少しくらいは考えたのでは？」

　アロルドに鼻で笑われ、ミルヤは言葉に詰まった。

「ああ、今のは頭の中を覗いたわけではありませんよ」

　考えを見透かされていることが悔しい。

　こんな人の言いなりになろうなどと少しでも考えた自分が……情けない。

（冷静に、なるのよ……）

　ミルヤは両拳を握りしめて、心を落ち着けようと息を吐いた。

　わざと爪が食い込むように強く握りこむと、痛みで脳が刺激される。

（目的を忘れたらダメ）

　ミルヤはマリウスが闇の勢力のスパイなのかどうかを確かめたかったのだ。なぜ自分の前世を知っているのかを。

　そして、その答えは出た。

　マリウスは秋人の生まれ変わり。それならば、前世人のリストで見つけた瑠美の名前を憶えていても不思議ではない。

（でも、まだ……もうひとつ、確かめなきゃ）

　どうしてマリウスはミルヤと結婚することを望んだのか。

　前世人の記憶や肉体を求めているわけではないのなら、彼女と接点を持つ理由はない。前世で振った人物など……どちらかと言えば避けたいと思うのではないだろうか。

　知りたい。

　マリウスがどんな感情でミルヤを求めたのかを。

　ミルヤは腹に力を入れて、声が震えないよう努める。

「アロルド様の言う通りです。寿命なら受け入れられます。でも、こんな形で二度も死にたくない」

「そうでしょうね」

　彼の意見に賛同したせいか、アロルドの雰囲気がほんの少しだけ和らぐ。

「記憶を取り出すだけなんですよね？　それなら協力します」

「ほう？　交渉しようということですか？」

「はい」

　ミルヤが頷くと、アロルドは少し考える素振りを見せた。

　彼女の背にじっとりとした汗が滲む。

　交渉――アロルドに有利な条件を呑めば、逃げる隙を見出せるかもしれない。

「解剖は待ってほしいんです。その他の研究には協力します」

「いいえ、結構です」

　だが、アロルドの返事はミルヤの期待とは異なるものだった。

「その必要はありません。貴女はすでに期待以上の働きをしてくれました」

「ど、どういうことですか？」

　彼の言葉の意味がわからず、困惑する。

　すると、アロルドは扉に向かって手をかざし、呪文を唱えた。

　ドン、と音がして扉が部屋の中に向かって倒れる。

「こういうことですよ」

「ミルヤ様！」

　そこには、マリウスが息を切らせて立っていた。

　ミルヤを助けにきたのだろう。

「アロルド殿、これはどういうことですか？」

　マリウスは見たこともないような怒りの形相でアロルドを睨みつけている。

　彼は両手を挙げて力なく笑った。

「誤解ですよ。僕はミルヤ様に危害を加えるつもりはありません」

「この状況でそんな言い訳が――ぐっ」

　そこでアロルドが両手でマリウスの首を掴む。

　ミルヤは目の前で起こった光景に、目を見張った。

　アロルドは部屋の奥でミルヤを壁際に追い込んでいたはずだ。それが、一瞬でマリウスの前に移動し、首を絞めようと……

「マリウス様！」

　ハッとして、ミルヤはすぐに彼に駆け寄ろうとする。アロルドはマリウスを捕獲するために、ミルヤの魔法を解いたらしい。

　だが、そんなミルヤに向かって、アロルドは片手で閃光を放った。

　ギリギリ踏みとどまったが、ドレスの裾が焦げたのを見て、ミルヤの足が震える。

「はな、せ……っ」

　片手になったアロルドの拘束――マリウスが少し体勢を立て直す。それぞれ手首を掴み、苦しそうにしつつも抵抗している。

「失敗作は必要なくなりましたから。僕の調べでは、マリウス様の記憶のほうが貴重ですしね」

　片手なのにマリウスが苦しみに顔を歪めるほどの力が入っているのを見ると、何やら魔法を使っているのだとわかる。それに抵抗するマリウスも同じだ。

　力は拮抗しているように見えるが、それも時間の問題。

　首を絞められて呼吸がままならないマリウスが不利なのは明らかだ。現に、彼の顔色が変わってきている。

　ミルヤは何かマリウスの助けになるものはないかと周囲を見回した。すると、すぐに先ほど部屋に入ってきたときに見た、手術道具のようなものに目が留まる。

　ミルヤはできるだけ大きな刃物を手に取った。果物ナイフくらいだろうか――これでは解剖には向かないのではないか、とこんなときに妙なことを思う。

　そして、それをアロルドに向けた。

「マリウス様を放して！」

　震える足をなんとか一歩ずつ前に出し、アロルドに近づく。

「ミ、ルヤ……っ」

　マリウスが自分を止めようとしているのが、その瞳でわかった。だが、簡単に引くわけにはいかない。

　二度目の恋まで、悲惨な終わり方をするなんて御免だ。

　アロルドはミルヤにチラリと視線をよこしたものの、その震えた姿に笑う。彼女には自分を傷つけることなどできないと思っているに違いない。

　ミルヤも彼の立場だったらそう思うだろう。それくらい、膝がガクガクしていた。

（大丈夫……）

　ミルヤが今やるべきことは、マリウスを助けることだ。

　前世では、看護師としてたくさんの患者を救った自負がある。医師のサポートに一生懸命務めていたではないか。

　ミルヤはナイフを握り直し、アロルドの太腿に宛てがった。

「解剖なら、私だってできるわ。アロルド様なら、私の前世の職業を知っているでしょう？　ここの動脈を切ると、大量に出血するんです。うまくやれば、死に至らしめることもできます」

「せっかく役に立ったと褒めてやったのに……邪魔をするな！　うるさい失敗作め！」

　ドンっと鈍い衝撃とともに、ミルヤの身体が飛ばされる。

「――うっ」

　床に叩きつけられ、痛みに呻く。

　アロルドの身体から何か衝撃波のようなものが放たれたようだった。先ほどからずっと手を使っていたから、他にも魔法を使う方法があると気づけなかった――そんな分析をして息を吐く。

　幸い、骨は折れていないようだ。

　次に気がついたのは、周囲の音がひどくうるさくなったということ。

　ガラスが割れる音、何かがぶつかる音、時折チカチカと光が点滅する。

　ミルヤがなんとか顔を上げると、マリウスとアロルドが互いに魔法を放っていた。

　先ほどほんの少しアロルドがミルヤに意識を向けた隙に、マリウスは彼の拘束から逃れたらしい。

　部屋がみるみるうちに荒れ、ミルヤは速すぎる彼らの動きを追いきれない。

　一瞬、マリウスがミルヤのほうを見た気がしたのは、彼が彼女をかばいながら戦っていたからだろう。

「マリウス様！」

　それが命取りだということだけはわかった。

　アロルドの蹴りがマリウスの腕に当たり、彼が体勢を崩す。直後に魔法が腹に命中して、床に仰向けに倒れ込んだ。

　アロルドがマリウスに馬乗りになり、両手を首にかける。

「やめて――！」

　ミルヤは無我夢中だった。

　零れる涙で滲む視界に光るもの――先ほど落としたナイフを掴み、アロルドめがけて投げつけた。

　それがマリウスに刺さってしまうかもしれないと考える余裕もなかったのに……アロルドがマリウスの身体を引っ張り起こすのがスローモーションのように見える。

「――っ、マリウス様!!」

「ぐっ――」

　ミルヤが叫んだのと同時に倒れ込んだのは……アロルドだった。

　マリウスがミルヤの投げたナイフを直前でキャッチして、アロルドの肩に突き立てたのだ。

　彼はそのままアロルドの胸に両手を当てて呪文を唱える。そうして気を失った彼を魔法で素早く拘束すると、ミルヤのもとへ駆け寄った。

「ミルヤ様、大丈夫ですか？」

「は……はい、大、丈夫……」

　何が起こったのか、頭の処理がついていかず、なんとか頷く。

「よかったです」

　マリウスは泣きそうな笑顔で、ミルヤの頬を両手で包んだ。

　この人のこういう表情を見るのは何度目だろう。

　悲しむ必要なんてないのに。

「それは、私の台詞です。マリウス様が無事で……よかった」

　ミルヤはそう言うと、彼に抱きつく。

　温かいのは、彼が生きている証拠――そう思ったら、鼻の奥がツンとした。

　かすかに漏れた嗚咽に、マリウスの腕に力が籠もる。

　二人はお互いの存在を確かめ合うようにしばらく抱き合っていた――
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　ミルヤがアロルドに連れ去られた事件の後、両親は以前にも増して過保護になり、ミルヤは庭にさえ出られなくなってしまった。

　フィリップは自分の手配した護衛が犯人だったことでショックを受け、カトリーナも積極的に「ミルヤを外に出す」とは言わなくなった。

　軽傷とはいえ、娘がボロボロになって帰ってきたのだから当然と言えば当然だ。

　そんなわけで、ミルヤはしばらく屋敷に軟禁状態でいる。

　幸い――と言えばいいのか――マリウスとの縁談はそのままだ。むしろ、彼がミルヤを救ったことで、両親の信頼はより強固なものとなり、成約はもはや決定的と言えた。

　問題は、マリウスがなかなかミルヤに会いにこられないこと。守護魔法団員として、また事件の当事者として処理すべきことは多いだろう。

　そう理解しているが、時間があり余っていると、余計なことを考えてしまうのは困りものだ。

　だが、それもようやく解決するときがきたようだった。

「ミルヤ様、マリウス様がお見えですよ」

　事前に連絡があった通り、マリウスがハルヴォニ家にやってきたのだ。

「どうぞ」

　ミルヤが返事をすると、ゆっくりと扉が開き、マリウスが部屋へ入ってくる。

「こんにちは、ミルヤ様」

「こんにちは。どうぞこちらにお座りになってください」

　神妙な面持ちの彼をソファに促し、ミルヤは向かいに座った。

　使用人が紅茶と菓子をセットするのを黙って見守り、彼女が出ていってから視線を上げる。

「マリウス様、お疲れではありませんか？」

「いえ、大丈夫です」

　マリウスはミルヤの気遣いに微笑んだ後、再び真剣な顔に戻って大きく息を吐き出した。

「今日は……ミルヤ様にお伝えしなければならないことがあります」

「はい。私もお聞きしたいことがたくさんあります。たぶん……マリウス様がお話しなさろうと思っていることと同じです」

　二人の目が合う。

　マリウスが口を開きかけて閉じるのを見て、ミルヤは少し笑った。

「私が――瑠美が告白したときも、貴方は同じように言いにくそうにしていましたよね。秋人、先生」

「……っ、ミルヤ、様」

　驚いたというより、申し訳なさそうな反応。

　ミルヤがマリウスの真実を知ったことは、事件の処理をした彼なら気づいて当然だ。

「どうして……黙っていたのですか？　貴方も前世人なら、前世の私のことを知っていたでしょう。わざわざ、結婚を申し込んでくださったのは……罪悪感から……ですか？」

　告白を断った直後に亡き人となってしまった女性。

　そんな人に求婚する理由は、それくらいしか思いつかなかった。

「罪悪感……そう、ですね。そのように思われても仕方ありません」

　マリウスは膝の上で握った拳を震わせて、ミルヤを真っすぐに見つめる。

「少し長くなりますが……聞いてくださいますか？」

　ミルヤが頷くと、マリウスはまた大きく息をついた。

　そして、静かに語り始める。

「前園さん……前世の貴女に告白されたとき、私は嘘をつきました。その小さな嘘――あのときは自己犠牲だと美化していた嘘のせいで、貴女は命を落としたのです」

「嘘、とは……？」

「貴女の気持ちをお断りしたことです」

　その告白に、ミルヤは息を呑む。

（あのときの、返事が……嘘？）

　驚く彼女にマリウスは顔を歪め、俯きながら続けた。

「私は自分の気持ちよりも、地位と名誉を選んだ。理事長の娘を紹介されて……断れば、あの病院にはいられなかったでしょう。自分の弱さが原因です。同じように医師だった両親の手前、私は自分の想いを貫けませんでした」

　瑠美たちが勤めていた病院は、私立の医科大学附属病院で、いわゆる医局での派閥争いなどもあった。

　秋人はそんな面倒事に巻き込まれていたのだ。

「貴女を振ってしまった日……貴女は、血まみれで救急に運ばれてきて、私は――」

「でも、それは貴方のせいではありません！」

　マリウスがあまりにもつらそうな顔をするので、ミルヤは思わず彼の言葉を遮った。

　だが、彼は首を横に振る。

「そうですね。あの世界では貴女の死は事故だった。トラックの運転手が居眠り運転をしていたんです。けれど……私はどこかで貴女はわざと飛び込んだのではないかという思いを拭いきれずにいました」

　ミルヤが思う以上に、マリウスは責任を感じているようだ。

　さらにマリウスは話を続ける。

「そんな中でも、日常は続いていきます。予定通りに結婚し、平穏な生活を送るはずだった。でも……妻には、私の他に男がいました。それを知ったのは結婚後すぐのことです。彼女が妊娠していたから、それはもう……まさに泥沼で……両親は結婚に失敗した私を疎みました。今思えば、そうすることで彼らなりに心を保っていたのかもしれません。でも、私は……すべてを受け止められなかった」

　代わりに壊れていったのは、秋人の心だった。

　自分は悪くないはずなのに負い目を感じ、周囲の人々の哀れみも慰めもすべてが彼を追い込む。

「……病院の屋上から飛び降りたんです」

「そんな――っ」

　ミルヤは思わず手で口を押さえた。

『すぐに死にたがるから操りやすいんです』

　アロルドの言葉の意味が、こんな形で判明するなんて……

「走馬灯、って本当にあるんですね。最期に蘇ったのは、貴女の姿だった……自分から振ったくせに、未練がましいですよね。死ぬ直前なのに、自分でも笑ってしまったくらいです」

　そうして、気づいたときにはマリウスとしての人生を送っていた。

「何の因果か、エルバスティ伯爵家に生まれた私は、前世人でありながら守護魔法団員となりました。そして、リストを見ることになる」

　そこにあったのは、瑠美の名前。

　事故が事故でなくなった瞬間だ。

　アロルドの言っていた「共鳴」とは秋人と両想いだったことで心が繋がってしまったことを言うのかもしれない。

「貴女は私のせいで命を落としました。その上、前世人としてこの世界でも再び危険に晒されている。今度こそ、守らなければと……そう強く思ったのです。でも、貴女はなかなか見つかりませんでした。前世人を何人保護しても、貴女と一致する人物は見つかりませんでした。すでに闇の組織の手に落ちている可能性を考えたことも、何度もあります」

　自分のせいでミルヤに再び危険が迫っている。前世の記憶にある罪悪感と重なる気持ちは焦りだった。

　それでも、守護魔法団の務めを果たすことが瑠美の生まれ変わりに会える近道だと思い、日々任務に励んだ。そうしているうちに、守護魔法団員として他の前世人を守ることが贖罪のような気にもなっていた。

　そんなとき……ついにミルヤを見つけたのだ。

「貴女のことは、すぐにわかりました。勘と言えば聞こえはいいのかもしれませんが、これは未練だと思います」

「どうして……すぐに教えてくださらなかったのですか？」

「言ったら、貴女は私の気持ちを受け入れてくれなかったでしょう？」

　ミルヤは口を噤む。

　その通りだ。

　もし、最初からマリウスが秋人だとわかっていたら、縁談は断っていただろう。前世の償いのような結婚はしたくない。

「それに、前世に囚われている私と違って、貴女はこの人生を楽しもうとしていました。私はそんな貴女に……また、惹かれている」

　そう言うと、マリウスは自嘲した。

「こんな都合のいいこと……信じてもらえなくても仕方ありません。貴女が望むのなら、私は身を引きましょう。これ以上、貴女の人生を振り回すことはできませんから」

　寂しそうな笑み。

　ミルヤは立ち上がり、彼の隣へ移動した。そして、彼の手を握る。

「前世に囚われていたのは、私も同じです。言ったでしょう？　私も、初めて会ったとき、貴方から目が離せませんでした。何度も夢に見た、前世の想い人に似ていると思ったからです」

　結局、本当に彼は〝秋人〟だったわけだけれど。

「紳士的で優しい貴方に惹かれていました。私を情熱的に求めてくれたあの夜のことも……嬉しかった」

「ですが、貴女は――」

「ごめんなさい。あのときの私は、マリウス様を疑っていました。アロルド様に、貴方は独身主義だったと聞いたんです。ずっと結婚はしないと言っていた貴方が急に私に求婚をした、まだ二十歳の貴方に大切な人がいたのは変だとも言われました」

　だが、マリウスが秋人であるとわかった今なら、すべての言動の辻褄が合う。

「マリウス様。貴方の亡くした大切な人は……私だと、思っていいですか？」

「貴女以外に、誰もいません。私の心には……いつも、貴女がいた」

　マリウスは顔をくしゃくしゃにしながら、ミルヤを抱きしめた。

「すみません。嘘をついて……貴女を巻き込んで、振り回して、すみません。本当に……申し訳ないことを……私は、貴女に幸せになってほしいのに、うまく……できなくて、すみません」

　何度も何度も謝るマリウスの背を、ミルヤはポンポンと優しく叩く。

　まるで、幼子をあやしているかのようで、なんだかおかしくなる。

「できないなんて言わないで……ちゃんと、幸せにしてください」

　ミルヤは彼の肩を掴み、顔を覗き込んだ。

　潤んだ瞳が迷子のようで……彼女はまた笑う。

「マリウス様……私たち、二人とも前世に囚われすぎていたんだと思います。だから、一緒に克服しませんか？　幸い、お互いに……好き、みたいですし」

　自分で言うのは恥ずかしくて、わざとおどけたように言ってみせる。

　そんなミルヤを笑うこともせず、マリウスは唇を震わせて彼女の頬に手を添えた。

「いいのですか……？」

「私のやりたいこと……一緒にやってくださるんでしょう？　一緒に未来を生きましょう」

　そう言うと、マリウスはようやく笑みを浮かべる。まだぎこちないが、哀愁を漂わせていた頃とは違う……喜びが感じられる笑顔。

「好きです……ミルヤ様……前世も、今も、未来も……ずっと、貴女のことが好きだ」

「私も……マリウス様のことが好きです」

　引き寄せられるように唇を重ねた。

　優しいキスは、先日の夜よりも熱い気がする。

　ゆっくり啄むように唇を合わせていると、身体の奥が熱くなって泣きそうになった。

「ん……」

　ぺろりと唇を舐められて、ミルヤの肩が跳ねる。それを慰めるように、マリウスの手が肩を擦り、首から頬へと上がった。

　親指の腹で頬を優しく撫でられながら、ミルヤは唇を割って入ってきた彼の舌を受け入れる。

「はっ、あ……」

　くちゅりと唾液が絡む音が響き、ミルヤは身体を震わせた。

　自ら舌を差し出すと、ちゅっと吸い上げられて気持ちいい。

　舌を絡め合い、少しでも離れるのが惜しくて……息も忘れて口づけた。

「あっ……」

　マリウスの手が腰を撫でたとき、ミルヤの甘い声が漏れる。

「マリウス様……」

「可愛らしいですね」

　恥ずかしくて頬を染めるミルヤを、マリウスが目を細めて見つめている。

　彼はミルヤの後頭部を抱えて深いキスを続けながら、もう片方の手で彼女の身体を弄った。

　ドレス越しだということがもどかしくなる手つきは、ミルヤの身体を熱くするばかり……

　もっと近づきたくて、ミルヤは自ら身体を彼に寄せた。

「んっ、は……マリウス、様……」

　マリウスの手が胸元に触れ、ビクンと身体が跳ねる。

　思考が彼の熱に溶けてしまう前に……ミルヤはその手首を掴んだ。

「寝室、が……奥に……」

　チラリと部屋の奥へ視線を向けると、マリウスはグッと息を詰め、荒々しく彼女を抱き上げた。

　その不安定さに彼の太い首にしがみつく。

　ベッドに下ろされると、再び唇を求められた。

　性急にデイドレスを剥ぎ取られ、肌に触れる空気が冷たく感じられる。マリウスに触れている部分が熱いからなおさらだ。

　マリウスは口づけをやめないまま、自分の上着も脱いでしまった。

「っ、は……マリ、ウス様……あっ」

「ミルヤ様――」

　生まれたままの姿になったミルヤの肌を、マリウスの唇がなぞる。

　首筋から胸元に伝った舌が、すでに尖っている頂をねっとりと舐めた。

「あ……っ、あんッ」

　舌先でぐりぐりと刺激されると、気持ちよくて声が漏れてしまう。

　反対側で主張する蕾も指で引っかかれ、背が仰け反った。

「あぁ……あ……んんっ」

　ちゅっと強く吸い上げられると、腰が動いてしまう。

　それに気づいたマリウスが片方の手を秘所へ伸ばす。

「あ、や……っ」

　割れ目をなぞる指先の滑りがスムーズなのは、蜜壺から愛液が零れている証拠だ。

　ミルヤは羞恥に顔を覆った。

　初めてのはずなのに、こんなに身体が反応しているなんてはしたない。

「隠さないで……見せてください」

「やだ……ダメ、です。恥ずかしい」

　だが、マリウスはミルヤの手を退けてシーツに縫いつける。

「恥ずかしがる顔も、見たいです。私に触れられて感じている可愛い顔も」

　ストレートな物言いに、ミルヤは頬を真っ赤に染めた。

　同時に、下腹部がきゅんと疼いて、秘所がヒクつく。泉の入り口の浅い場所を弄っていたマリウスは、それを感じ取り目を細めた。

「可愛い……声も、聴かせてください」

　マリウスはかすれた声でそう言うと、ミルヤの膝を押し開く。

「あっ、待って――あぁんっ」

　彼女の制止も虚しく、マリウスが秘所に顔を埋めた。

　花びらの外――柔肌を啄むように愛撫し、割れ目に舌が這う。上下に動いたり、泉の入り口に差し込まれたり……

「はぅ、ん……あぁっ、あ……」

　花びらを押し開き、蜜を貪欲に求めるマリウス。ちゅぷちゅぷといやらしい音がミルヤを煽った。

　下腹部の熱が膨らんでいって、疼きが止まらなくなる。

「ああ――！　あ……あッ……んっ……」

　快楽を与えられてぷっくりと顔を出した秘芽に吸いつかれ、ミルヤは一際高い声で啼いた。

「いい声……もっと……気持ちよくなってください」

「喋ら、な……っ、んあぁ」

　マリウスは秘芽に吸いついたまま、蜜壺に指を差し込んだ。

　ゆっくりと根元まで沈め、また時間をかけて抜く。じれったいくらい優しい指遣いで、ミルヤのいいところを探った。

　熱い口内で舌を巧みに使って刺激される秘芽からは強い悦びが生まれ、指で愛撫される膣内ではじんわりとした快感が伝わってくる。

　ミルヤは呼吸を荒げながら、身悶えた。

「あぁあ……ンッ、は、あ……あっ、あ……も……」

　じっとりと滲む汗。

　腹の裏の一点を指先で押し撫でられると、中が蠢いてマリウスの指を締めつける。

　彼はくにくにとそこを集中的に突きつつ、もう片手で胸の頂を摘まみ、秘芽に甘く歯を立てた。

　その瞬間、ミルヤの爪先に力が入る。

「あっ、ダメ、イッちゃ……っ、ああ――！」

　ビクッと大きく腰が跳ね、猫のように身体をしならせたのと呼吸が止まったのは同時だった。

　シーツを握りしめて、大きな快楽の波が引くのを待つ。

　荒い呼吸に合わせて全身の血が巡るような感覚――それでも満たされない身体が勝手に震えている。

「ミルヤ様……」

　そんな彼女を慰めるように、マリウスが頬を撫でてくれた。

　彼もいつのまにかすべての衣服を脱いでいて、その逞しい身体を彼女の足の間に滑り込ませる。そして、昂りを蜜口に宛がった。

「マリ、ウス様……」

「やっと……貴女と一つになれますね」

　マリウスの「やっと」の重みを知った今、胸が切なく締めつけられて泣きそうだ。

　ミルヤは自然と手を彼に伸ばす。

　マリウスは彼女の右手を取って、その甲にキスを落とした。

「……いいですか？」

「はい……」

　ミルヤが微笑むと、両手を握られた。絡められた指から、離れないようにという彼の気持ちが伝わってくるような気がする。

「んんっ」

　大きな質量を初めて受け入れる身体。鈍痛と言えばいいのか、圧迫感と言えばいいのか……

「ミルヤ様、すみませ……っ」

「大丈夫、です」

　申し訳ないと思ってほしくなくて、ミルヤは彼の手を精一杯握り返した。

　結ばれて幸せだから……謝らないでほしい。

　ミルヤを気遣ってゆっくりと腰を進めるマリウスは、とても色っぽくてドキドキする。

　やがて、彼のすべてを受け入れたとき、ミルヤの目尻から一粒の涙が零れた。

「ミ、ルヤ様……」

「これは、嬉し涙です。マリウス様と繋がることができて……幸せで。こんな気持ちは初めてです」

　二度目の人生で、初めてのこと。

　マリウスと出会えたことに感謝したい。

「ありがとう、ございます。私を見つけてくれて……」

「――っ、私も、幸せです。今までの人生で、一番……」

　マリウスも同じ気持ちなのだ。

　そんな共鳴する心を感じ合い、二人は自然と唇を重ねた。

「ん――ッ、んんっ」

　深く口づけを交わしながら、マリウスが腰を揺らす。

　違和感を和らげるような優しい動き――ミルヤは足を彼の腰に絡めてそれを受け入れた。

「は……あまり、煽らないでください。優しく、できなくなる……」

　マリウスが苦しそうに言う。

　だが、ミルヤに気遣ってばかりではつらいだろう。彼にも気持ちよくなってほしい。

「激しく、しても……いいですから……」

「ダメですよ……大切に、したい……」

　マリウスは緩やかな律動を続けながら、彼女の顔中にキスをする。

　まるで初めて身体を重ね合うのは特別なことだというような、慈しみの深い口づけが数え切れないほど落とされた。

「じゃあ……もっと、抱きしめてください」

「もちろん。貴女の願いは叶えます」

　マリウスは穏やかに微笑み、ミルヤの身体をしっかりと抱きしめる。

　逞しい腕に包まれて、とても安心する。

「……はぁ……あ……あっ」

　何度も奥を優しく突かれ、ミルヤの声に甘い響きが混じり始めると、マリウスの動きも少しずつ速まっていく。

　ミルヤの表情をうかがいながら、彼女の良いところを刺激する腰使い。

　彼女の中は悦んで彼の昂りを奥へ誘った。

「あぁ……はぁん……あっ、あ……ッ」

「ミルヤ、様……」

　ぐちゅぐちゅといやらしい音とともに、泉からは蜜が溢れ、二人の繋がる場所を濡らす。

　マリウスの表情から、だんだんと余裕がなくなっていく。

　激しく揺さぶられ、ミルヤはもう嬌声を上げることしかできない。

「あぁっ、あんっ、あ……！」

　また絶頂が近づいてくる。

　違和感はとうに消え、ミルヤの身体は快感だけを追っていた。

「マリウス様、もう……っ、ダメ……あぁっ」

「ん、ミルヤ、様……ッ」

「は、ン……あっ、ああ――！」

　下腹部で膨らんだ悦楽が弾け、ミルヤが果てる。

　少し遅れて、マリウスもかすかに声を漏らし、腰を震わせた。吐き出された精が、じわりと身体の奥を熱くする。

　ミルヤは甘い吐息を零し、マリウスの額に手を伸ばした。

　汗で張りついた前髪をそっと掻き上げると……

「あ……」

　髪に隠れていた場所に、ミルヤと同じ痣が見えた。

　前世人の烙印は良いものではないけれど、二人を引き寄せてくれた大切な印だ。

　ミルヤは右手の甲の痣を彼のそれに合わせるようにした。

　マリウスはその手をそっと握り、微笑む。

「貴女との繋がり……こんな形ですが、私は運命だと思いたい」

「はい……私も、そう信じます。次に息絶えるとき……運命だったと思えるくらい、幸せになりましょう」

　どちらからともなく唇を重ねる。

　一度目はすれ違ってしまったけれど……二度目の人生は、二人で幸せになれる。

　後悔しない生き方をするのだと――そう、決意しながら。










[image: ]















了










著者紹介




皐月　もも（さつき・もも）


２０１２年頃よりＷｅｂに小説を公開。主に恋愛ファンタジーを執筆している。漫画と小説は読むのも好きでたくさん買ってしまうため、最近は常に積読消化が目標。






代表作：『転生令嬢は８回生まれ変わっても運命の子爵と結ばれる！』『王太子殿下とむぎゅっともふもふ生活！』








Copyright © 2020 Momo Satsuki All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		プロローグ　前世の記憶



		第一章　出会いと既視感



		第二章　求婚と疑念



		第三章　真実と宿命

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
|
/

4

=S¥

>‘/
ol

4
=N
= 1»
P

/Eh

A

P

S

X
/





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





